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巻頭言 

 

 

大学と地域社会の関係は、「大学が地域社会に知を発信する」のみならず、「大

学が地域社会から学ぶ」という、双方向性が求められています。兵庫医療大学は、

2007 年の開学以来、地域連携実践センターが中心になって社会活動を行ってき

ました。2015 年に設置した社学連携推進機構は、大学教員の地域社会での活動

や研究、さらに、それに関わる学生の学びと教育など、地域と密接に連携した

様々な活動を展開してきました。本学では、これらの諸活動を通じて、双方向性

の活動を実践してきました。 

 

本学は、地域と共に学ぶ医療総合大学としての立場から、ヘルスサイエンスを

基盤とする心と体の健康支援について地域と連携協働するとともに、地域企業・

団体との共同研究としてヘルスサイエンスイノベーションに取り組んできまし

た。引き続き、社学連携推進機構が中心になって本学の教員個人および学部レベ

ルの諸活動を大学全体として集約し、地域と共生する大学としての包括的取り

組みを推進していきます。 

 

現在、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症は、社会におけ

る人と人との関わり方に大きな変化を与え、今後の社会の仕組みを変えていく

可能性があります。大学と地域社会の関係は、大学の教育・研究、そして、地域

社会貢献など、たいへん重要です。これまでに培った関係をさらに発展して、新

しい社会の仕組みのなかで有用な活動ができるようにしたいと思います。 

 

本報告書は2019年度に兵庫医療大学が実施した多彩な地域連携活動事業を取

りまとめたものです。 

御一読のうえ、本学の活動をご理解いただければ幸いです。 

 

 

2020（令和 2）年 7月   

兵庫医療大学 学長 

藤岡 宏幸 



はじめに 

 

 兵庫医療大学は、2007 年の開学以来、地域連携実践センターが主体となり、社会貢献

活動に取り組んできました。2015 年 4 月には、本学における社会貢献活動を、質と量

の観点からより一層充実するためだけでなく、個々の教員レベルの取り組みを全学的な

取り組みへと展開していくために、「社学連携推進機構」を開設するとともに、2016 年

度には地域連携実践センターを同機構の下部組織「地域連携実践ステーション」へと改

組することにより、本学における社学連携活動の枠組みを実践的に整備しました。 

 この整備した新体制の下、社学連携推進機構が主体として取り組んできた活動、制度

づくり等が評価され、2017 年度まで 3 年連続で私立大学等改革総合支援事業タイプ２

「地域発展」とタイプ３「産業界・他大学との連携」に、そして 2019 年度は新たに再

構成された同事業タイプ３「地域社会への貢献／地域連携型」に採択されました。 

 これらの成果(Outcome)は、本学が社学連携活動の構造(Structure)を整備したことだ

けでなく、本学教員の素晴らしい取り組み(Output)に起因します。たとえば、2015 年度

から開講されている地域交流プロジェクト「介護予防推進サポーター養成プロジェクト」

は、神戸市中央区健康福祉課と連携し、“地域住民の、地域住民による、地域住民のた

めの健康づくり”のプラットフォームとして大きく展開しつつあります。この Output

を支援するため、本学は 2018 年 4 月から「兵庫医療大学健康づくりサポーターバンク

事業」を開始しました。2020 年 3 月現在、同養成プロジェクトを修了した地域住民 63

名の皆さんが「健康づくりサポーター」として、2019 年度は 42 回の介護予防体操教室

を自主運営されました。地域住民の皆さんと本学とが思い描いた共通の夢を着実に具現

化していることを、非常に嬉しく思っています。 

 本書は、2019 年度に本学教員が Output として実施した地域交流プロジェクトならび

にポーアイ 4 大学による連携事業を取りまとめた報告書です。残念ながら COVID–19 の

影響で年度末には実施できなかった取り組みもございましたが、本学教員が地域住民の

皆さまに寄り添いつつ取り組んだ地域連携活動の実績報告を、地域の皆様、保護者・大

学関係者諸氏には、ぜひ、ご一読の上、「地域とともに学ぶ大学」目指す本学の心意気

を感じ取っていただければ幸いでございます。2019 年度私立大学等改革総合支援事業

タイプ３「地域社会への貢献／地域連携型」に採択されたことを誇りに、新たな制度・

枠組みを企画立案しつつ、より一層、社会貢献に取り組んでまいりますので、今後とも

ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

社学連携推進機構長 

前田 初男 
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㸯．はじめに

⚾たちの⏕άはたくさんの“ග”であࡩれて

いますࠋ家の↷明やテレࣅのࣉࢫࢹレイはも

ちࢁんですがࠊ㟁ᏊレンジではマイクࣟἼとい

う“ග”によりᩱ理を め┤すことができࣛࠊ

ジ࢜Ἴという“ග”を⏝いることでࢫマ࣍の㏻

ಙでも㧗㏿で⾜うことができますࠋ་⒪⌧場で

もࠊX ⥺や࢞ンマ⥺という“ග”はレントࢤン

やデ᩿にわれてࠊษ開をしなくても⚾たちの

身体のෆ㒊を見てࠊ⒪することを可能にしま

すࠋ⨾ᐜにはレーࢨーが⏝いられてシミやࣂࢯ

またගは⚾たࠋの㝖ཤにά⏝されていますࢫ࢝

ちの⢭⚄状ែにもᙳ㡪することが知られてお

りࠊ㧗↷度のගをᾎࡧるග⒪が㨚に対して

有ຠであることが実ドされていますࠋ⣸እ⥺は

㐺度にᾎࡧることで体ෆのࢱࣅミン⏕ᡂに

⏝されますがࠊ一方で᪥↝けや⓶⒴のཎᅉに

もなってしまいますࠋ回のㅮ₇ではࠊこのよ

うな様ࠎな“ග”を⤂するとともにࠊ᪥ᖖ⏕

άや་⒪⌧場でά⏝されているᢏ⾡を⤂し

ましたࠋさらにࠊこれからのኟᮏ␒に向けてࠊ

どうして᪥↝けしてしまうのかࠊどうすれば⣸

እ⥺を㜵ࡄことができるのかࠊそして᪥↝けṆ

めクࣜー࣒を⏝いた実㦂を⤂しましたࠋ

㸰．་⒪⌧場でわれる“ග”

ගは㟁☢Ἴの一✀でありࠊἼ㛗によって㏱㐣

ᛶや┤㐍ᛶࢠࣝࢿ࢚ࠊーが␗なることからࠊ⏝

㏵に応じて様ࠎなἼ㛗の“ග”がά⏝されてい

ますࠋえばࠊX ⥺はἼ㛗が▷くࠊ┤㐍ᛶが㧗

いことからレントࢤンや CT ᙳにわれてい

ますࠋ㏫にἼ㛗の㛗いࣛジ࢜Ἴは㏱㐣ᛶが㧗い

ことを⏝してMRIなどでά⏝されていますࠋ

また可どගは┤᥋⫗║でほᐹすることができ

るἼ㛗のගでありࠊගࣇイࣂーを⏝いて┤᥋

体ෆをほᐹするෆど㙾で⏝されていますࠋ

３．⒪にわれる“ග”

ගはࢠࣝࢿ࢚ーを持っているので┠的によ

って㐺ษにἼ㛗を㑅べば⒪にもά⏝するこ

とができますࠋᨺᑕ⥺はࢠࣝࢿ࢚ーが大きくࠊ

ᒁᡤ的に⏝することで DNA をษ᩿し࢞ࠊン

⒪を⾜うことができますࠋまたᨺᑕᛶの་⸆

品をᢞすることでࠊ分ᕸからែのᶵ能や௦

ㅰがわかるだけでなくࠊ⒪にも⏝すること

ができますࠋ可どගを⏝いるレーࢨー⒪でもࠊ

㞟୰させることでࠊシミやそばかすの㝖ཤࠊレ

ーࢨー⬺ẟなどに応⏝することが可能ですࠋ

ኟ┠๓のࠕ⣸እ⥺ࠖᑐ⟇講ᗙ 

ࠥ㌟の回ࡾのᵝࠎな͆ග͇を活⏝࠺ࡼࡋ㸟ࠥ 

⸆学部 ຓ教 ᕝᓥ ⚈ 

ኟ┠๓のࠕ⣸እ⥺ࠖᑐ⟇講ᗙ

⸆学部 ຓ教　ᕝᓥ　 ⚈

ࠥ㌟のᅇࡾのᵝࠎな͆ග͇を活⏝࠺ࡼࡋ㸟ࠥ
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４．᪥ගᾎと⣸እ⥺対⟇

་⒪⌧場で⏝いられるගについて知っても

らったୖでࠊኴ㝧のගをᾎࡧる᪥ගᾎやᾎࡧす

そして⣸እ⥺対⟇につࠊることによる᪥↝けࡂ

いて⤂しましたࠋ⌧ᅾࠊ᪥↝けṆめはクࣜー

ࣝࣉーࢱ࢛࢘またࠊࣉイࢱレーࣉࢫやࣉイࢱ࣒

ーࣇのものなどከ✀ከ様なࢱイࣉがᕷ㈍され

ていますがࠊいたいシーンに合わせて㑅ࡪこ

とが大ษになりますࠋPA ್や SPF ್を☜認す

るとともにࠊ強いຠ果のものには様ࠎな学≀

㉁が含まれているのでࠊ何が入っているのかに

ついても☜認することが必要になりますࠋ≉に

2020 ᖺからᾏእの一㒊ᆅᇦではࠊいくつかの

学≀㉁を含む᪥↝けṆめの㍺入や㈍ࠊ持ち

込ࡳが⚗ṆされていることがỴまっていますࠋ

これはᾏに⁐けฟしてࢧンࢦ♋にᝏᙳ㡪を

えることが理⏤ですがࠊ⓶を㏻じて人体にも

྾されることが報࿌されていますࠋそこでࠊ

༢にຠ果の強い᪥↝けṆめをうだけではな

くࠊこまめにሬり┤しを⾜うなどࠊ㐺ษに⏝

することとࠊ同時に᪥ചやᖗᏊなどのの⣸እ

⥺対⟇を⾜うことで᪥↝けを㜵ࡄことができ

ることが有ຠであることを⤂しましたࠋ公開

ㅮᗙの୰ではࠊ↷度ィを⏝いてࠊ実際に᪥ചや

UV ンによってどれだけ⣸እ࢞ࢹー࢝トࢵ࢝

⥺がࢵ࢝トできるかについても⤂しましたࠋ

㸳．まとめ

ᮏㅮᗙでは身近な関心である⣸እ⥺対⟇

を୰心にࠊ་⒪⌧場で⏝いられるගについて⤂

しましたࠋ㏵୰で身の回りのもの（㣩や࢝ー

るなどの体ࡳおᮐなど）を実際にගらせてࠊࢻ

㦂をしてもらうことでࠊ≀理学というᩗ㐲さ

れがちな分㔝を親身に感じてもらえたのでは

ないかと⪃えていますࠋᮏㅮᗙを㏻じてࠊ見え

ているようでよくわからない“ග”についての

理解が῝まればᖾいですࠋ
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㸯．はじめに

社会という言葉は⚾たちの⏕άのࢫトレࢫ 

୰にすっかり定╔するようになりました᭱ࠋ 近

ではࢫトレࢫチࢵ࢙クなるものが会社で⾜わ

れているようですࠋしかもࠊやࢫトレࢫはാ

く大人だけの問㢟でもありませんࠋ小学ᰯへ入

学したばかり㡭からࠊ人㛫関係やඛの見えない

将来に㢌をᝎませࠊそして㛗い社会人⏕άはも

ちࢁんࠊᏊ౪がᕢ立ってࢵ࣍としたと思ってもࠊ

度はࠊさてࠊこれから自分がどう⏕きていく

のか㸽を度⦎り┤すというⱞປがᚅってい

ます᭱ࠋ近の≉ᚩとしてはࢯ）616ࠊーシャࣝ

のᬑ࣍マࢫるࡺいわࠊ（࣒テࢫト࣡ークシࢵࢿ

ཬでࠊまで知らࡎに῭んだ人の言葉が自↛と

┠に入ってしまうようになりましたࠋもちࢁん

いい言葉ばかりではありませんࠋまたࠊ聞きた

くない人の声が聞こえるようになったかと思

えばࠊ㏫に度は誰も見ていない場ᡤでᙅ者がࠊ

イࣛイࣛした強者からᚅされたࠊというニュ

ーࢫも見かけますࠋそして 2�2� ᖺࠊコࣟࢼの

Ⓩ場は⚾達のṔྐを大きく変えたことは㛫違

いないでしࡻう࣭ࢬ࢘ࠋコࣟࢼ（コࣟࢼと共

に⏕きる）という言葉のពをこれから⚾たち

が㐀していくことになるのですがࠊどうやら

のとこࢁコࣟࢼは人㢮のࢫトレࢫそのもの

のようですࠋそう⪃えるとࠊきっと人はṚࡠま

でࢫトレࢫと共に⏕きていくことになるので

しࡻうねࠋ⤫ィではࢫࠊトレࢫと῝い関係のあ

る௦⾲的な心のẼである「うつ」がᖺࠎቑ

えていますがࠊこれもまた⚾たちがこれからࢫ

トレࢫと共に⏕きていくことをけている

ともいえるでしࡻうࠋ

 しかしࠊ⚾たちはࢫࠊトレࢫに対してࠊただ

Ⴣいているだけではጞまりませんࠋなくせるࢫ

トレࢫはなくせばいいのですがࠊなくせないࢫ

トレࢫもたくさんあるのが⌧実ですࢫࠋトレࢫ

をなくせるかࠊなくせないかの 2 分ἲで⪃える

のではなくࢫࠊトレࢫと共にࣅ࢙ࣝ࢘ーインࢢ

（ᖾせなẼ持ち）を⥔持࣭向ୖすることを┠ᣦ

してࡳませんかࠋなࡐなら⚾たちがᮏᙜにồめ

ているものはきっとࣅ࢙ࣝ࢘ーインࢢなので

すからࠋ回ࢫࠊトレࢫとうまくき合う方ἲ

としてࢫトレࢫマࢿージメント（ࢫトレࢫの⟶

理方ἲ）について⤂いたしますࠋ

㸰．ࢫトレࢧࢵーとࢫトレࢫ応

につࢫトレࢫࡎまࠊとき合うにはࢫトレࢫ 

いて知らなくてはなりませんࠋすでにⓙさんは

ࠊをよく知っているかもしれませんがࢫトレࢫ

ከくの人はࠊ「ࢫトレࢧࢵー」と「ࢫトレࢫ応」

を༊ูする⩦័はないと思いますࢫࠋトレࢧࢵ

ーとはࢫ」ࠊトレࢫのཎᅉとなる᎘な่激࣭ ฟ来

」のことですࢫࠋトレࢫ応とは「ࢫトレࢫ

によってࣅ࢙ࣝ࢘ーインࢢが害されている状

ែ」のことですࢫࠋトレࢧࢵーをなくすことが

ฟ来ない場合ࠊそしてそのࢫトレࢧࢵーが⚾た

ちのࣅ࢙ࣝ࢘ーインࢢを害している場合ࠊどう

やって自分のࣅ࢙ࣝ࢘ーインࢢをᏲるのかと

いうどⅬでࢫトレࢫマࢿージメントを学んで

ࠋうࡻましࡳ

ーとき合う方ἲࢧࢵトレࢫ．３

*URVV ������という人はࢫࠊトレࢧࢵーを持

つ人がࢫトレࢫ応を起こすまでを数ẁ㝵に

分けています（ᅗ）ࠋそしてࠊそれࡒれのẁ㝵に

合った感情ㄪᩚ方ἲを⤂していますࠋ

ʻଐƔǒƸơǊǔǹȈȬǹȞȍーǸȡンȈ

Ⴣᜱ学部 я Ӽလ ്

᪥かࡵࡌࡣࡽる࣓ࢪࢿ࣐ࢫࣞࢺࢫンࢺ

┳ㆤ学部 ຓ教　ྥ⏿ 　Ẏ
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�）� ẁ㝵：ࢫトレࢧࢵーとの㊥㞳が㐲いẁ㝵

 ୖのᅗで見ると㸯ẁ㝵はࢫトレࢧࢵー（赤い

との㊥㞳（トࢫのイࣛ）マーク）と人ࢨࢠࢨࢠ

が㐲いẁ㝵ですࠋこの時のࢫトレࢫ応は㢦の

イࣛࢫトのようにややつらい⛬度ですࠋこのẁ

㝵に必要なのは「⎔ቃㄪᩚ」ですࢫࠋトレࢧࢵ

ーとの㊥㞳が㐲いのでៃてࢫࠊࡎトレࢧࢵーと

ฟ会わないようにすればよいのですࠋえばࠊ

᎘な┦手に↓理に会わなくていいし616ࠊ の関

係を⤊わらせることもฟ来ますࠋしっかり自分

の状ែとࢫトレࢧࢵーをᢕᥱしࠊ᪩めに対ฎす

るຬẼを持つことですࠋែが重大する๓の

対応にᩄ感になることですࠋ

2）2 ẁ㝵：ࢫトレࢧࢵーとの㊥㞳が近いẁ㝵

もし「⎔ቃㄪᩚ」がฟ来なければ「ὀពら

し」をヨしましࡻうࠋ☜かにࢫトレࢧࢵーは近

くにᏑᅾしていますがࠊそれに㞟୰しࠊ必要௨

ୖにⱞしんでいる可能ᛶはありませんかࠋ一人

でኪ୰に࢞ࢿテࣈな✵想やࢵࢿトにࡩける

のではなくࠊዲきな㡢ᴦや友達とᴦしい時㛫を

㐣ごしࠊ自分の෭㟼なุ᩿（ᗣな心）をಖち

ましࡻうࠋいつの㛫にかࢫトレࢫがᾘえていた

場合ࠊこの方ἲが有ຠだったと思っていいですࠋ

�）� ẁ㝵：ࢫトレࢧࢵーと᥋ゐしているẁ㝵

ーをなくすことがฟ来ないことࢧࢵトレࢫ 

を๓ᥦとした場合ࠊこのẁ㝵では「認知のᵓ

ᡂ」をヨしましࡻうཷࠋけṆめ方を変えるので

すࠋᗣな心をಖててない時ど「ཷけṆめ方

を変えるなんてただのẼఇめだ」と感じるでし

をもうࢶー࣏ࢫ勉強やࠊⓙさんがⱝい時ࠋうࡻ

一Ṍ㡹ᙇれなかった理⏤ࠊえば友達関係など

はࠊᮏᙜにり㏉っても不変のࢫトレࢧࢵー

だったでしࡻうかࠋ人はᙅっている時ど「

のⱞしさこそが真実だ」「このᬯいトンࣝࢿは

一⏕⥆く」「こんなにつらいのは自分だけだ」と

⪃えがちですࢫࠋトレࢫはすࡄに㍍ῶしないか

もしれませんがࠊ「の⪃え方だって実だ」と

いう᭱後のᕼᮃをしっかり手ᨺさないように

しましࡻうࠋいつか「ಙじてⰋかった」と思え

る᪥が来ると思いますࠋ

�）� ẁ㝵：ࢫトレࢫ応がᝏしそうなẁ㝵

このẁ㝵ではࠊከくの人が㠀㐺応的な⾜動に㝗

ってしまうࣜࢫクがありますࠋアࣝコーࣝࢻࠊ

そࠊしかしࠋなどですࢫクࢵࢭࠊᭀຊࠊࢢࢵࣛ

の┠的はいたってシンࣝࣉで「ᛀれたい」とい

うものですࠋពᅗ的にᛀれることはࠊ人㛫の持

つ知的なά動ですࠋえば࣏ࢫーࠊࢶ㊃など

自分の㐺応的な方ἲが見つけることですࠋ

４．まとめ

 ここで⤂した方ἲはࠊとても実⏝的ですがࠊ

ពእと「ῐἩでシࣅアだな」ࠊと感じた方もከい

かもしれませんࠋもっとࢫトレࢧࢵーと௰Ⰻくな

る方ἲはないのかとࢫࠋトレࢧࢵーと௰Ⰻくする

ことは可能ですがࠊそのために必要なのはࢫࠊト

レࢧࢵーと㊥㞳をとりࠊὀពをらしཱྀྲࠊ けṆめ

方を変えࣜࠊ をࢫトレࢫ」シュすることでࢵレࣇ

コントࣟーࣝできる」というຬẼと自ಙを持つこ

とですࠋຬẼと自ಙを持ちࠊᨵめてࢫトレࢧࢵー

と向き合うことがฟ来た時ࠊあなたᮏ来の思いや

りをⓎしてあなただけの方ἲでࢫトレࢧࢵー

とき合うことが可能となると思いますࠋ

回はࢫトレࢧࢵーを解Ỵする（なくす）の

ではなくࢫࠊトレࢧࢵーがなくならない๓ᥦでࠊ

うまくき合う方ἲを⤂しましたがࠊ問㢟を

解Ỵするにはࠊᗣな自分とともにࠊᗣな

者の࣏ࢧートがḞかせませんୖࠋ グの �）㹼�）
のいࡎれのẁ㝵においてもࠊಙ頼できる人を作

りࠊ頼ることが大ษになりますࠋただしࠊ勉強

がࢫトレࢧࢵーという学⏕にはࠊ勉強すること

が解Ỵの⋤㐨であることをけ加えていますࠋ
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はじめに

 㝔にかかるどではないけれど，ちࡻっと

きになるᒀもれ．そのከくの方が症状を自覚し

不ᛌ感を持ちながらもࢵࣃトを⏝いたり，ᡃ ៏

しながら᪥ࠎを㐣ごすなど⊂自の対ฎἲを取

られています． 

 �� ṓ௨ୖの⏨ዪの⣙ � がなんらかの下㒊

ᒀ㊰症状を有しているといわれており，⏕άの

㉁に大きくᙳ㡪をえています．⏨ᛶとዪᛶで

は㦵┙ෆ⮚ჾのᶵ能的なᵓ㐀が␗なるため，ᒀ

もれのཎᅉや対ฎ方ἲにも␗なる知識と理解

が必要となります． 

 㦵┙の᭱もᗏ㒊にあるࣁンࣔࢵク状の➽⩌

が㦵┙ᗏ➽⩌です．㦵┙ᗏ➽⩌は㦵┙ෆのෆ⮚

ჾを支える大ษなᙺをしており，≉にዪᛶの

場合，⫧‶や加㱋，ฟ⏘などがཎᅉで㦵┙ᗏ➽

⩌が⬤ᙅし，ᒀもれを起こしやすくなります．

⏨ᛶの場合は，๓立⭢ฟ後の⾡後症状として

ᒀ₃れを認められることがあります． 

⏕ᾭにわたり⏕άの㉁を大きくᦂるがすᒀ

もれに対し，㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢは予㜵࣭ᨵ

ၿにຠ果があります．回のㅮᗙではᒀもれに

ついてのᴫ要と，㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢのコࢶ

を୰心に⤂࣭体㦂していただきました．

公開ㅮᗙᴫ要

�）実᪥時 ���� ᖺ �� ᭶ � ᪥（ᅵ）��：��㹼 

�）実場ᡤ රᗜ་⒪大学 0��� ㅮ⩏ᐊ 

�）参加人数：�� ྡ（⏨ᛶ �� ྡ，ዪᛶ �� ྡ） 

ㅮ₇ෆᐜ

>はじめに@

「㢖ᒀのഴ向があるẼがする」「ᒀもれはṓ

だから方がない」「ኪ㛫，トイレに起きるので

しっかり╀れないẼがする」「᪑⾜やᐗᖍでも

不安」などᒀもれにᝎࡳ不安を抱えておられる

方は₯ᅾ的にከくいらっしࡷいます．ᒀࣜࢬ

��．と加㱋には関係があります࣒ ṓ௦の㛫

ᒀ㔞はኪ㛫の � ಸとされますが，�� ṓ௨ୖにな

ると，その㔞が同㔞もしくは㏫㌿する⌧象が起

こります．そのため，加㱋とともにኪ㛫㢖ᒀの

ᝎࡳもቑえてくることが⪃えられます． 

>ዪᛶのᒀもれと⒪@

ᒀもれに関するᅜෆዪᛶを対象とした学

的ㄪᰝでは，��㹼��㸣にᒀኻ⚗を認め，そのከ

くが �� ṓ௦後༙であることが報࿌されていま

す．ᒀኻ⚗には主に⭡ᅽᛶ，ษ㏕ᛶ，ΰ合ᛶが

あります．主なཎᅉは，ዷፎ࣭ฟ⏘，加㱋など

による㦵┙ᗏ➽⩌の➽ຊప下です．また，እ⛉

的⒪をཷけた方（Ꮚᐑฟなど）やࢫ࢚トࣟ

クを㧗めるᅉᏊࢫンḞஈ，ጼໃもᒀኻ⚗のࣜࢤ

だといわれています．ษ㏕ᛶᒀኻ⚗のཎᅉはい

くつかありますが，㦵┙ᗏの⬤ᙅなどがあࡆ

られます．ΰ合ᛶᒀኻ⚗は，⭡ᅽᛶとษ㏕ᛶが

ΰᅾする状ែです．このようなᒀኻ⚗に対して

ちࡻっとẼになるᒀもれのヰ

㹼㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢを体㦂しませんか㹼

テーション学㒊 ᩍᤵ ᳃明Ꮚࣜࣅࣁࣜ               

のヰࢀࡶなるᒀとẼࡗࡻࡕ

リハビリテーション学部 准教授　᳃ 　᫂子

㹼㦵┙ᗏ➽ࣞࢺーࢽンࢢをయ㦂ࡋませんか㹼
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ຠ果的な⒪の㸯つに㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢ

があります．ࢹࣅ࢚ンࢫレࣝ࣋が㧗く，ୡ⏺的

に有ຠᛶが♧されています．

>⏨ᛶのᒀもれと⒪@

⏨ᛶのᒀኻ⚗を㧗める要ᅉには，እ⛉的⒪

（๓立⭢⒴全ฟ後の⭡ᅽᛶᒀኻ⚗），⫧‶࣭

%0,�加㱋があります．๓立⭢⒴は㒊ู予 ⨯

ᝈ数の第 �であり，⏨ᛶの全がん全体のうち

��㸣を༨めています．๓立⭢⒴全ฟ後の⾡後

ᒀኻ⚗の有⋡は �㹼��㸣と幅がありますが，

少なくありません．手⾡によってᒀ㐨ᣓ⣙➽や

⚄⤒がᦆയされるためᒀኻ⚗が起こります．こ

のようなᒀኻ⚗に対するຠ果的な⒪の㸯つ

に㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢがあります．

>㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢ@

コࢶのᥗࡳ方にዪᛶと⏨ᛶでは違いがあり

ます．㦵┙ᗏ➽⩌の⦰イメージはዪᛶの場合

は「⭼や⫠㛛をࡹࡂっと⥾めてᘬきୖࡆるよう

に」，⏨ᛶの場合は「㝜ᄞを持ちୖࡆるように」

「⫠㛛を⥾めるように」などをព識しながら⥾

めることが大ษです．

⦰が正しくできているかは，ご自身で会㝜

⭝୰心や⫠㛛࿘ᅖをゐデしてください．コࢶを

ᥗめたら，� ⛊㛫の▐Ⓨ的な᭱大㝶ព⦰，な

らࡧに �㹼� ⛊㛫の持⥆的な⦰を⦎⩦してい

きます．㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢの実回数の┠

安は㸯ࢵࢭト �� 回ࡎつ，2㹼� ，トですがࢵࢭ

まࡎはฟ来る⠊ᅖでᵓいません．ᚎࠎに回数を

ቑやしていきます．できるだけ少しࡎつでもẖ

᪥し，� か᭶㛫⥅⥆することが大ษです． 

>⏕άᨵၿ@

᪥ᖖ⏕άにおいて大なり小なり⭡ᅽがかか

ります．重い≀を持ったり，တやくしࡳࡷをす

る場合はあらかじめࢱイミンࢢを合わせてព

識的に㦵┙ᗏ➽⩌を⦰させるようにするこ

とはとても有ຠです．これは .QDFN（ࢵࢼク）

とよばれる方ἲです．

⫧‶はおなかの⬡⫫により㦵┙ᗏ➽⩌がᅽ

㏕され，ᒀもれを起こしやすくなります．ࣛࣂ

ンࢫのとれた㣗⏕άで㐺正体重をಖつことが

大ษです．また，౽⛎をすると┤⭠により⭤⬔

がᅽ㏕され，ษ㏕⭤⬔や㢖ᒀ，ṧᒀ感につなが

ることもあります．

࢝．インのᦤり方にもὀពが必要です࢙ࣇ࢝

インは⭤⬔を่激し，ษ㏕⭤⬔や㢖ᒀ，ᒀ࢙ࣇ

㔞ቑ加のᘬき㔠になります．㯏Ⲕ（ࣀン࢙ࣇ࢝

イン）やミ࢛࢘ࣝࣛࢿーࢱーがࢫࢫ࢜メです．

まとめ

 㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢは᰿Ẽ強く⥆けるこ

とで，ຠ果を実感できると思います．㡹ᙇりす

て「いきむ」ことがないようὀពしてくださࡂ

い．いきんでしまうと⭡ᅽがかかり，㏫ຠ果に

なります．ຠ果がฟるには�か᭶かかりますが，

ẖ᪥コࢶコࢶ㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢを実し

てࡳてください．

ㅰ㎡

参加してくださったᆅᇦఫẸのⓙ様ࠊ公開ㅮ

ᗙ㐠Ⴀࣇࢵࢱࢫの方ࠎに感ㅰ⏦しୖࡆます． 
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㸯．はじめに

ーアイᅄ大㐃ᦠ業がጞまった࣏ 2��� ᖺか

らの �� ᖺ㛫，་⒪，≉に，人と人，人と⸆の

᥋Ⅼをテーマとして「ࣘーࢨー参加ᆺ（インク

ࣝーシࢨࢹ（ࣈイン࣭࣡ークショࣉࢵ」を開催

してきました．この࣡ークショࣉࢵの┠ᶆ，つ

まり，学⏕達への 8' マインࢻのᾐ㏱が一定の

ᡂ果をୖࡆたと⪃え，ᖺ度から，Ꮚ౪からシ

ニアまで，親Ꮚから♽∗母࣭Ꮮまで，幅ᗈいୡ

௦を対象とする「࣏ーアイࡳんなのࢧイ࢚ンࢫ

．ートしましたࢱࢫを「࢙ࣇ࢝

第 2 回┠は，「⛉学で㐟ࡰう㸟いࢁいࡩࢁし

体㦂㸟」というテーマでࢫン࢚イࢧࡂ 2��� ᖺ

� ᭶ 2� ᪥（᪥）に開催し，小学⏕ 2� ྡ，୰学

⏕ �ྡ，ಖㆤ者 2�ྡにご参加いただきました．

参加者には�つの⛉学実㦂を࣒࢜ニࢫࣂᙧᘧで

体㦂していただきました．௨下，報࿌いたしま

す．

㸰．ᚸ者⤮具によるお⤮かき

ගをあてることによってⰍがいたりᾘえ

たりする⤮具があると，面ⓑいと思いませんか．

ᚸ者⤮具は⣸እ⥺をあてると╔Ⰽし，可どගを

あてるとⰍがᾘえる不思㆟な⤮具です．そのࢱ

⣸እ⥺や可ど．「クⰍ⣲ࢵトクࣟミ࢛ࣇ」はࢿ

ගを྾してᵓ㐀変を起こし，╔Ⰽしたり⬺

ⰍしたりするⰍ⣲なのです．

難しいཎ理はさておき，この不思㆟な⌧象を

体㦂してもらうため，参加者のࡳなさんに，ᚸ

者⤮具をっていただきました．ྡ とࣉイࢱ่

はがきࢱイ2，ࣉ つの⣲ᮦをこちらで⏝ពし，

自⏤に⤮を描いたり，ሬり⤮をしたりしていた

だきました．᭱ ึはとんどⰍがない⤮具です

が，その⤮具で描いたものに，⣸እ⥺ࣛンࣉで

⣸እ⥺をあてると，あら不思㆟㸟㩭やかにⓎⰍ

しました．これを⏝して，ኴ㝧の下でしかࡳ

えない葉᭩なども作ᡂし，不思㆟なⰍの変を

ᴦしんでいました．

３．᪥↝けṆめクࣜー࣒のຠ果

ኴ㝧ගには⣸እ⥺が含まれていますが，⣸እ

⥺を㐣度にᾎࡧると，人のᗣに害をཬࡰすこ

とがᗈく知られています．それを㜵ࡄ┠的で，

᪥↝けṆめクࣜー࣒がᕷ㈍されています．でも，

ちࡷんとຠ果あるの㸽と問を持つ人もいる

と思います．では，そのຠ果を☜かめてࡳまし

．うࡻ

どのように☜かめますか．あれ㸽そういえば，

 ࢙ࠖࣇ࢝ࢫン࢚ࢧみんなのー࣏ࠕ

第㸰回 㸺 科学で㐟࠺ࡰ㸟いࢁい࢚ࢧࡂࡋࡩࢁンࢫయ㦂㸟 㸼 

⸆学部 教授 ⏥㇂ ⦾㸪ຓ教 ᕝᓥ ⚈㸪講師 ሯᮏ ຠྖ 

◊✲ဨ ▼ᓮ ┿⣖子㸪教授 ๓⏣ ึ⏨ 

࢙ࠖࣇ࢝ࢫン࢚ࢧみんなのー࣏ࠕ

⸆学部 教授　⏥㇂ 　⦾㸪ຓ教　ᕝᓥ 　⚈ࠊ講師　ሯᮏ ຠྖ
◊✲ဨ　▼ᓮ ┿⣖子ࠊ教授　๓⏣ ึ⏨

➨㸰ᅇ 㸺科学で㐟࠺ࡰ㸟いࢁい࢚ࢧࡂࡋࡩࢁンࢫయ㦂㸟㸼
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⣸እ⥺に応する⤮具があったな࣭ ࣭࣭ 㸽そう，

ᚸ者⤮具で☜かめることができるのです㸟

ᚸ者⤮具は⣸እ⥺に応して╔Ⰽします．と

いうことは，ᚸ者⤮具で描いた⤮に᪥↝けṆめ

クࣜー࣒をሬって⣸እ⥺をあててࡳるとよい

わけです．もし᪥↝けṆめクࣜー࣒が⣸እ⥺を

ጉ害するຠ果を持っていれば，ᚸ者⤮具で描い

た⤮は╔Ⰽしないはࡎです．

࣒ると，᪥↝けṆめクࣜーࡳなさんヨしてࡳ

のຠ果はてきめん㸟⤮は╔Ⰽしませんでした．

᪥↝けṆめクࣜー࣒は，☜かに⣸እ⥺をጉ害す

るຠ果を持つことが分かりました．

この実㦂はただᴦしいだけではなく，௬説を

立て，実㦂で実ドするといった，⛉学◊✲のࣉ

を体㦂できる有ព⩏なᶵ会であったとࢫࢭࣟ

思われます．

４．ගるࣛࢫイ࣒作り

ḟは，るるࣛࢫイ࣒作りにチャレンジし

ていただきました．これは「つまめるỈ」「人

ᕤイクࣛ」などで知られており，アࣝࢠン㓟ࢼ

ト࣒ࣜ࢘がࣝ࢝シ࣒࢘イ࢜ンでᯫᶫ応を起

こし，ࣝࢤ状にᅛまることを⏝したものです．

アࣝࢠン㓟ࢼト࣒ࣜ࢘のỈ⁐ᾮをお⋢でሷ

ࣝ࢝シ࣒࢘のỈ⁐ᾮにⴠとし，ᅛまるのをᚅ

ってからすくいୖࡆると，るるࣛࢫイ࣒が

ฟ⌧㸟実際には，ᅛめる時㛫がやや㊊りࡎ，₽

れたࣛࢫイ࣒しかできなかったࣝࢢーࣉがከ

くありましたので，そこは┬Ⅼのࡦとつです．

この実㦂，ここで⤊わりではありません．ア

のỈ⁐ᾮに⺯ගⰍ⣲をΰ࣒࢘トࣜࢼン㓟ࢠࣝ

⺯ました．このࡳも作って࣒イࣛࢫて，ගるࡐ

ගⰍ⣲は，↓Ⰽですが，⣸እ⥺をあてると㟷⣸

Ⰽにගります．作ったࣛࢫイ࣒に⣸እ⥺をあて

ると，ࡨかっとගって大感動㸟ࣛࢫイ࣒の不思

㆟，ගの不思㆟，Ⰽࠎ体㦂できる実㦂でした．

㸳．ᾮ体❅⣲で㐟ࡪ

᭱後は，ᾮ体❅⣲をってప での不思㆟な

  

  

⌧象を体㦂していただきました．

 ᾮ体❅⣲のἛⅬは㸫���Υ，ᾮ体❅⣲に入れ

たものはすࡄにってしまいます．それを☜か

めるため，回はࢼࢼࣂをらせてࡳました．

ᾮ体❅⣲にࢼࢼࣂをつけて数༑⛊，ࢼࢼࣂは

り，㦫くど◳くなりました．ったࢼࢼࣂで

㔥をᡴってࡳると࣭࣭࣭かなづちのように㔥が

ᡴてました㸟ᬑẁの⏕άでは体㦂できないこ

の㦫きの⌧象，ࡳなさん⯆ὠࠎで，ᴦしい実

㦂となりました．

㸴．まとめ

回のࢧイ࢚ン࢙ࣇ࢝ࢫは，小୰学⏕を୰心

として，家族ࡳんなでⰍࠎな⛉学の不思㆟を体

㦂できるイ࣋ントとしました．参加者ࡳなさん

の➗㢦と⯆ὠࠎな⾲情が見られ，「⛉学に⯆

を持っていただく」┠的はある⛬度達ᡂされ

たものと⪃えています．また，回は⸆学㒊 �
ᖺ⏕ � ྡがࣇࢵࢱࢫとして参加しました．将来

⸆ᖌとなるᙼらのコミュニケーション能ຊ

㔊ᡂの場としても有ព⩏なᶵ会であったと思

われました．

回のイ࣋ントにおける実㦂㢟ᮦや㐠⏝に

はᨵၿすべきⅬも見られましたので，その┬

Ⅼをάかし，来ᖺ度௨㝆，よりⰋいࢧイ࢚ンࢫ

．を開催していきたいと⪃えています࢙ࣇ࢝
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㸯．はじめに

ᮏ学では2008ࠊ ᖺから「̺ᗣ࣭⏕ά࣭安

心࣏ࢧート̺ᗣ⏕άをᏲるためのㆤ予㜵࣭

ㆤする人の支援」としてࠊᆅᇦと大学が㐃ᦠ

してᆅᇦఫẸのᗣ⏕άをᏲるためのࣟࣉジ

2019ࠋクトに取り⤌んでいます࢙ ᖺ度もࠊᆅ

ᇦఫẸからのニーࢬの㧗い「ㆤ予㜵」ࠊ「認知

症」ࠊ「ᗣ⏕ά」ࠊ「ᆅᇦづくり」をテーマにࠊ

体ຊ 定ࣝࢢࠊー࣡ࣉークを取り入れて開催い

たしましたࠋ

㸰．体ຊ 定会「自分のの体ຊを知りࠊᗣ

⏕άに⏕かしましࡻう㸟」

2019 ᖺ 7 ᭶ 12 ᪥(㔠)15ࠊ ᪥(᭶)16ࠊ ᪥(ⅆ)
༗๓ࠊ⤫合実⩦の一⎔として┳ㆤ学㒊 4 ᖺ⏕に

よるᗣᩍ⫱「㌿ಽ予㜵㸟Let’s ᐷたままトレ

ーニン12)ࢢ ᪥)」ࠊ「ࣟコࣔテࣈシンࣟࢻー࣒

の予㜵のための㣗㸫ࣛࣂンࢫよく㣗べて㦵

や➽⫗を強くしましࡻう㸫(15 ᪥)」ࢫ」ࠊトレࢵ

チ体᧯でよりᗣな体に㸟 (16 ᪥)」とࠊᥱຊࠊ

㊊ᣦのᥱຊࠊ㛗ᗙ体๓ᒅࠊ開║∦㊊立ちୖࠊ体

起こし10ࠊm 障害≀Ṍ⾜などのᮏ᱁的な体ຊ

 定会を開催いたしました3ࠋ 回合ィで 56 ྡ

の方ࠎに来ていただきましたࠋとてもᬬいなか

ありがとうごࡊいましたࠋ

参加者の感想はࠊ「体ຊがⴠちていることを

③感しましたࠋからだ全体をったトレーニン

௨ୖをᨵめて知ることࠋが必要と感じましたࢢ

ができたことを有難く思いますࠊ「ࠋ「⭡➽の↓

いのに࢞クࢮンとしましたࠋ強していきたい

ですࠊ「ࠋ「たいへんⰋかったࠋඖẼになりまし

たࠋこれからも⥅⥆してやっていきたいと思い 

ますࠊ「ࠋ「自分のことがよくわかってよかった

ですࠋないᡤを࣏ࢧートしたいと思いますࠋ」

などがありましたࠋ

‽ഛ体᧯の一場面

 定結果説明の一場面

３．「ᆅᇦケア会㆟」̺認知症のをもと

に̺

2016 ᖺ度から「認知症になってもできるだ

け自分らしく㐣ごすために」をテーマに「᪩ᮇ

にẼづくにはࠊᆅᇦで支えるには」ࠊ「もちつ 

もたれつ おいさま」を㢟に ᓥあんしん

�ᗣ࣭生活࣭Ᏻᚰ࣏ࢧーࢺ� 

 るேのᨭࠖࡍのㆤண㜵࣭ㆤࡵࡓᗣ生活をᏲるࠕ
┳ㆤ学部 ᅵ ᭷⩚子㸪ᴬཎ ୍ᜨ㸪㜿ᕝ ຬኴ 

るேのᨭࠖࡍのㆤண㜵࣭ㆤࡵࡓᗣ生活をᏲるࠕ
┳ㆤ学部　ᅵ ᭷⩚子ࠊᴬཎ ୍ᜨࠊ㜿ᕝ ຬኴ

㸫ᗣ࣭生活࣭Ᏻᚰ࣏ࢧーࢺ㸫
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すこやかࢭンࢱーと一⥴に取り⤌んできまし

たࠋᖺ度は ᓥあんしんすこやかࢭンࢱー

業の「ᆅᇦケア会㆟」とコࣛ࣎しましたࠋ

12 ᭶ 19 ᪥(ᮌ)ࠗࠊ  ᓥࡩれあいࢭンࢱー の࠘

1 㝵ࠊከ┠的ᐊにてࠊおいさまの⢭⚄(自ຓ࣭

ຓ)をព識できるよう「認知症」のをࣝࢢ

ーࣉで⪃える࣡ークなどを⾜いましたࠋ参加者

は 45 ྡでしたࠋ

参加者の感想はࠊ「ྛマンションの取り⤌ࡳ

や㧗㱋者に対する対応を学ࡪことができまし

たࠊ「ࠋ「少しのお⠇が大ษだと思いましたࠋ」ࠊ

「大学とももっとつながっていきたいと思い

ましたࠋ」などがありましたࠋ

４．ㅮ₇会「自分らしい人⏕のために̺ࣝ࣊

「テࣛシーのほⅬから̺ࣜࢫ

2020 ᖺ 2 ᭶ 15 ᪥(ᅵ)ࠊ་⒪ἲ人は࠵とࡩる

௦⾲ ᓥ⏣Ọ和Ặによるㅮ₇会を開ࣉーࣝࢢ

催いたしましたࠋ参加者は 45 ྡでしたࠋ

知識ࠊ⤒㦂㇏ᐩなᓥ⏣་ᖌからࠊ人⏕を㇏か

にすごしていくためにࠊ「自ᕫỴ定」をテーマ

におヰしがありましたࠋᅜ㐃Ⓨ⾲の「ୡ⏺ᖾ⚟

度ࣛン࢟ンࢢ」では 1 はࣇンࣛンࠊࢻそし

て᪥ᮏは 58 ということからጞまりࠊ「あな

たはᩆᛴ㒊㛛の་ᖌですࠋ大㔞のᾘ⟶ฟ⾑で

このままでは༴㝤なᝈ者にどのような⒪を

しますか」そしてࠊ「そのᝈ者が自分ならばど

のような⒪をᮃࡳますか」という࣡ークもあ

り┒りୖがりましたࠋ

参加者の感想は࢝ࢭ」ࠊンࣆ࢜ࢻニ࢜ンとか

がとてもⰋくわかりましたࠋᆅᇦ┳ㆤᖌのᮇᚅ

感がわかりますࠋACP(人⏕会㆟)のことを⪃え

る࢝ࢵ࢟ケができましたࠊ「ࠋ「自ᕫỴ定ができ

ない時௦を㐣ごしてきた 70 ṓ௦௨㝆の方ࠎが

ࠊ自ᕫỴ定しなさいというのは少し難しいの

かもしれませんࠋこれからの時௦ࠊ㑅ᢥの幅が

ᗈがりࠊACP をⱝい人からᾐ㏱させ(学⏕のㅮ

⩏くらいから)自ᕫỴ定ຊを㧗めていくのがⰋ

いのではないかと思いましたࠋ」などがありま

したࠋ

㸳．まとめ

 「̺ᗣ࣭⏕ά࣭安心࣏ࢧート̺ᗣ⏕άを

Ᏺるためのㆤ予㜵࣭ ㆤする人の支援ࣟࣉジ

戸ᕷを୰心にከく⚄ࠊᮏᖺ度もࠊクト」では࢙

のᆅᇦఫẸの方ࠎが参加してくださいましたࠋ

またࠊᮏ学┳ㆤ学㒊 4 ᖺ⏕の⤫合実⩦の場と

してもά⏝させていただきࠊ学⏕とᆅᇦఫẸの

方ࠎとの学ࡧ合いの場が持てましたࠋそしてࠊ

ᖺ度も「 ᓥあんしんすこやかࢭンࢱー」の

ご༠ຊをいただきࠊᮏ学が少しࡎつᆅᇦの方ࠎ

と一⥴にᗣやㆤなどについて⪃えていけ

るᅵྎができあがってきたと感じておりますࠋ

来ᖺ度もᆅᇦఫẸのᗣ⏕άをᏲることを┠

ᶆにࠊᆅᇦఫẸの方ࠎの⯆ࠊ関心のあるテー

マでㅮ₇会や体ຊ 定会などを開催する予定

ですࠋ
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㸯．はじめに

 わがᅜでは近ᖺࠊ共ാきୡᖏのቑ加にకい社

会㐍ฟしている母親がቑえてきているにもか

かわらࠊࡎ∗親の家⫱ඣへの㐍ฟは㐍んでい

ませんࠋわがᅜの � ṓᮍ‶のඣがいる家ᗞにお

ける⏨ᛶの � ᪥ᙜたりの⫱ඣ時㛫は2ࠊ��� ᖺ

⌧ᅾで �� 分となっていますࠋこれは∗親の家

⫱ඣ時㛫がㄪᰝされጞめた �� ᖺ๓と比㍑し

てもࠊたった �� 分しかቑえていませんࠋ

 ∗親の家⫱ඣ参加が㐍まない⫼ᬒとして

はࠊ「に㏣われてࠊ⫱ඣをする時㛫が取れな

いから�������」という理⏤が᭱もከくࠊḟいで

「⫱ඣの方がよくわからないから�����㸣�」
という理⏤がᣲࡆられていますࠋまたࠊ「ጔとの

関係の୰で家や⫱ඣをしていく難しさがあ

る」というようなኵ፬関係によるᙳ㡪も⪃えら

れていますࠋ

 そこで回はࠊこれからࣃࣃになる方ࠊᏊ⫱

て୰のࣃࣃを対象にࠊᏊどものⓎ達に合わせた

⫱ඣ方ἲやかかわり方ࠊ㐟ࡧ方ࠊኵ፬でのᏊ⫱

てについて2ࠊ��� ᖺ �� ᭶ 2 ᪥と � ᪥にㅮ⩏お

よࡧ体㦂ᆺ࣒ࣛࢢࣟࣉを実しましたので報

࿌いたしますࠋ

㸰．࣒ࣛࢢࣟࣉのᴫ要

㸯）開催᪥⛬ࠊ参加者数

2��� ᖺ �� ᭶ 2 ᪥�ᅵ� ∗親 � 母親ࠊྡ � ྡ

2��� ᖺ �� ᭶ � ᪥�ᅵ� ∗親 � 母親ࠊྡ � ྡ

㸰）࣒ࣛࢢࣟࣉෆᐜ

ձ2��� ᖺ �� ᭶ 2 ᪥�ᅵ� 
テーマ「ᏊどものⓎ達と関わり方࣭赤ちࡷん

との㐟ࡧ方実⩦」

この回ではึࠊ めにᏊどものⓎ達と関わり

方についてㅮヰを⾜った後にࠊᏊどもとの㐟

ࠋ方に関する₇⩦を⾜いましたࡧ

ㅮヰではࠊ参加者のᒓᛶに合わせて⏕後 �
か᭶から�ṓまでの身体的⢭⚄的なⓎ達につ

いて解説しࠊそれࡒれのⓎ達に合わせて∗親

はどのように関わったらよいのかについて

説明を⾜いましたࠋ

ㅮヰの様Ꮚ

₇⩦ではࠊこれからࣃࣃになる参加者には

赤ちࡷん人ᙧを㈚しฟしࠊᏊ⫱て୰のࣃࣃは

ご自身のᏊどもと一⥴にࠊ身体をった㐟ࡧ

と身近なものをά⏝した㐟ࡧ㐨具作りを⾜

いましたࠋ身体をった㐟ࡧではࠊᏊどもの

Ⓨ達についてㅮヰで聞いたෆᐜをり㏉り

ながらࠊそれࡒれの時ᮇに合わせたⓎ達をಁ

す㐟ࡧについて解説しましたࠋ身近なものを

ά⏝した㐟ࡧ㐨具作りではࠊച⿄を⏝いた

᪂聞と㢼⯪を⏝いࠊ「トࢵケࣟ」ࠊ「ࢧ࢝ࢧ࢝」

た「ࣝ࢘トࣛ࣎ーࣝ」などを作りながらࠊそ

 の⫱ඣ講ᗙࣃࣃてࡵࡌࡣ

第１回 㸺子ࡶのⓎ㐩と㛵ࡾࢃ方࣭㉥ࡷࡕんとの㐟ࡧ方ᐇ⩦㸼 

第 �回 㸺㉥ࡷࡕんのᐷかࡅࡘࡋ方࣭ኵ፬で子⫱てをࡍるࢶࢥ㸼 

┳ㆤ学部 㜿ᕝຬኴࠊᅵ᭷⩚子 

の⫱ඣ講ᗙࣃࣃてࡵࡌࡣ

┳ㆤ学部　㜿ᕝ ຬኴࠊᅵ ᭷⩚子

➨㸯ᅇ 㸺子ࡶのⓎ㐩と㛵ࡾࢃ方࣭㉥ࡷࡕんとの㐟ࡧ方ᐇ⩦㸼
➨㸰ᅇ 㸺㉥ࡷࡕんのᐷかࡅࡘࡋ方࣭ኵ፬で子⫱てをࡍるࢶࢥ㸼
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れࡒれのⓎ達に合わせてࠊどのように応⏝し

て㐟べるかについて解説しましたࠋ

身体をった㐟ࡧの様Ꮚ

身近なものをά⏝した㐟ࡧの様Ꮚ

ղ2��� ᖺ �� ᭶ � ᪥�ᅵ� 
テーマ「赤ちࡷんのᐷかしつけ方ࠊኵ፬で

Ꮚ⫱てをするコࢶ」

 この回ではࠊ赤ちࡷんのᐷかしつけ方に

関するㅮヰを⾜った後ࠊኵ፬でᏊ⫱てをし

ていくコࢶについてたくさんの࣡ークを取

り入れたㅮヰと₇⩦を⾜いましたࠋ

 赤ちࡷんのᐷかしつけ方についてはࠊ赤

ちࡷんの╧╀の≉ᚩとࠊそれに合わせた╧

╀ᑟ入ᢏἲについて説明しましたࠋ

 ኵ፬でのᏊ⫱てに関するㅮヰと₇⩦で

はࠊはじめにኵ፬で⫱ඣをしていく重要ᛶ

に関する⫼ᬒや理ㄽについて解説しࠊその

後具体的にኵ፬でᏊ⫱てを⾜うにあたって

問㢟となっている㒊分をඛ⾜ᩥ⊩から分ᯒ

しࠊその解Ỵのࣄントとなるようにࠊ「౯್

ほ࣡ーク」「家族像ᙧᡂ࣡ーク」「取ᘬ࣡ー

ク」などを⾜いましたࠋ

３．参加者の応とホ౯

㸯）ㅮᗙ⤊後のᗙㄯ会

全ㅮᗙ⤊後にࠊ∗親だけによるᗙㄯ会を

実しましたࠋᗙㄯ会でᮏㅮᗙの感想を聞く

と「はじめはりẼではなかったですがࠊ参

加してࡳるとᮏᙜに有ព⩏なㅮᗙでした」や

「ጔに㐃れてこられたのですがࠊとなって

は来てよかったなと思いますࠋもっといࢁい

๓向きなព見を㡬けましࠊたい」などࡧ学ࢁ

たࠋまた「これからもっとᏊどもと㐟んでࡳ

たくなりました」などࠊ⾜動変ᐜのきっかけ

になったような声もありࣃࣃࠊたちにとって

有ព⩏なㅮᗙになったことがఛえましたࠋ

㸰）アンケートによるホ౯

回のㅮᗙの᭱⤊アンケートでは全ဨが

大変‶㊊とホ౯してくださいましたࠋその理

⏤としては「ᏊどものⓎ達とࠊそれに合わせ

たいࢁんな㐟ࡧを学べてよかった」「ኵ፬と

してこれからどうしていったらいいかを⪃

えるとてもⰋいᶵ会になったから」などがᣲ

ࠋられていましたࡆ

４．まとめ

参加されたࣃࣃたちはࠊ⤊ጞ➗いながらᴦし

くㅮᗙに参加しࠊኵ፬でᏊ⫱てを⪃えるࣃート

では時ᢡママからの႑も入りつつࠊᴦしくࢹ

Ꮚ⫱てにᛁしいࠋションされていましたࢵ࢝ࢫ

ẖ᪥の୰ではࠊ➗㢦になれない時㛫の方がከい

かもしれませんがࠊこれから家族としてᡂ㛗し

ていくࣃࣃにとってࠊኵ፬にとってはࠊともに

➗いあえる時㛫が大ษだなとᨵめて感じまし

たࠋこれからも᭦にたくさんのࣃࣃと同じ時㛫

を共有しながら共に学んでいけるようにࠊ様ࠎ

なけづくりをしていきたいと思いますࠋ
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１㸬ࡵࡌࡣ

㸯．はじめに

「ⰼᴦ㒊」は，���� ᖺから �� ᖺ㛫，㧗㱋

者がⱝい㡭から⩦得していることのከい「いけ

ⰼ」に╔┠してᗣቑ㐍࣒ࣛࢢࣟࣉとして開Ⓨ

され，ᘏべ ���� 人が参加した（㹼���� ᖺ）ࠋ 

これまでの開催を㏻して，ࢫトレࢫ⦆和の有

ຠᛶ（ఀ⸨ら，����）や，� ᖺ㛫の⥅⥆参加で

ᗣ状ែに関する‶㊊度が有ពに㧗くなった

こと，友人ができたこと，配അ者の困りはቑ

えたことなどを☜認した（ఀ⸨ら，����）ࠋまた，

数⏕ᡂテࢫトのᡂ⦼にᨵၿを認め，ᮏά動が

⢭⚄ᶵ能全⯡に何らかのാきかけをしている

可能ᛶを♧၀した（✄ᐩ，����）ࠋ 

௨ୖの結果から，「ⰼᴦ㒊」はᆅᇦ㧗㱋者の

ᗣቑ㐍に対して一定のᡂ果をୖࡆていると

⪃え，ᖺ度（���� ᖺ度）から，᪂しくᏊども

も対象として，Ꮚどもとシニア，親Ꮚから♽∗

母࣭Ꮮまで，幅ᗈいୡ௦を対象とするୡ௦㛫交

ὶ࣒ࣛࢢࣟࣉとしてࢱࢫートをษったࠋ

㸰．業開Ⓨの⊂ᛶ

ཌ⏕ປാ┬（2���）はまち࣭ࡦと࣭しごと

⏕࣏ࢧートࣛࣉンにおいて，ᮏ㑥の少Ꮚ㧗

㱋に対して㧗㱋者とᏊどもとのୡ௦㛫交ὶ

業を᥎ዡしているࠋまた，㔝୰ら�2����は
Ꮚどもとのୡ௦㛫交ὶを㏻した࣏ジテイࣈな

感情体㦂がᆅᇦ㧗㱋者のᗣの向ୖにᐤし

ᆅᇦ全体のࢯーシャࣝ࢟ャࣝࢱࣆの㔊ᡂにࠋ

そこで，ᚑ来のシニアに加えて，Ꮚどもୡ

௦との交ὶ࣒ࣛࢢࣟࣉとして⪃したࠋそし

て両ୡ௦のᗣቑ㐍ࠊᆅᇦ共⏕をᅗることを

┠的としたࠋ 

３．業ෆᐜ

㸯）いけⰼと࣡ࣛࣇー࣭アレンジメント 

㸰）་⒪のᑓ㛛家によるࠗミニㅮᗙ࠘ 

３）交ὶⲔヰ会 

４）作業⒪ἲ学⛉４学ᖺḟ「作業⛉学」との

㐃ᦠᤵ業 

４．業┠的

㸯）参加者が᪥ᖖ⏕άにάຊを得るࠋ 

㸰）ୡ௦㛫交ὶのಁ㐍とຠ果を᳨ドࠋ 

３）４大学学⏕のᩍ⫱ά動の一⎔とするࠋ 

ᅗ１ ୡ௦㛫ὶと業┠ⓗ

の㔊ᡂに⧅がると報࿌ࣝࢱࣆャ࢟ーシャࣝࢯ

したࠋ 

㸳．結果 㸯）���� ᖺ度の参加人数

૨部ᅹ学Ⴞžဦႎٻ学ᡲઃૅੲʙಅſȝーǢǤᲮٻ学ƴǑǔᡲઃʙಅ
žᑶ͕ಏ部 ���Ჳſ

ᲴǸȥȋǢƱシȋǢƷɭˊ᧓ʩ්ȗȭǰȩȠႆƷᚾǈ
リハビリテーション学部 ϱ ˙ᕲ૪܇

ⰼᴦ部㸰㸮㸯㸷ࠖࠕ
ᩥ部科学┬ࠕᡓ␎ⓗ大学㐃ᦠᨭ業࣏ࠖー㸲大学ࡼる㐃ᦠ業

リハビリテーション学部 准教授　ఀ⸨ ᩧ子

㸸ࢽࣗࢪとシࢽのୡ௦㛫ὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨのヨみ
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ཷㅮ者は，会場ูには，大学 �� ྡ，三ᐑ ��

ྡ，ィ �� ྡ（Ꮚども � ྡ，ಖㆤ者 � ྡ，シニ

ア �� ྡ），家族参加は４ୡᖏであったࠋ参加ᘏ

べ人数はཷㅮ者��ྡ，ㅮᖌ�ྡ，大学⏕��ྡ，

⥲ィ ��� ྡであったࠋ 

㸰）ジュニア（小学㸰ᖺ⏕）の感想と作品

� ᭶ �� ᪥ テー࣐ࠗ⛅のゼ࠘ࢀ

ࡾࡃ࡙ࢫでリーࡁࡶࡵ࠺るࡘ

┿ᙳྠពࡋてࡈࡓࡗࡉࡔࡃᐙ᪘ᵝ

㸳）‶㊊度ㄪᰝ

ึ回と᭱⤊回の㸰回，㸰ẁ㝵（はいࠊいいえ）

の‶㊊度ㄪᰝを⾜ったࠋその結果，「はい」が

���㸣であったࠋ

３）་⒪のᑓ㛛家によるࠗミニㅮᗙ࠘

��᭶��᪥ ࠘かࡸてࡗを知ࢫࣞࢺࢫࠗ

作業療法学科 ዟ㇂◊ ຓ教 ᧯講ᗙとᲬయࢽ࣑るࡼ

㸴．まとめ

４）作業⛉学との㐃ᦠᤵ業

�� ᭶ �� ᪥，�� ᭶ � ᪥，�� ᭶ �� ᪥に実し

たࠋ作業⒪ἲ学⛉４ᖺ⏕はࠊアクテイ࣭ࣛࣈー

ニンࢢを㏻して，人㛫作業ࣔࣝࢹにᇶづくホ౯

ἲを学んだ（真 �� ᭶ �� ᪥参↷）ࠋ 

あるシニアの方から「Ꮚどもたち一人一人が

自⏤におⰼに᥋してࠊその感ཷᛶに㦫かされて

いますࠋいつもඖẼをもらっていますࠋ」とࠊᎰ

しいお言葉をかけて㡬いたࠋ᪂しい業ᒎ開㸰

ᖺ┠ࠋ少しࡎつࠊᆅᇦで定╔をᅗりたいࠋ

�� ᭶ �� ᪥ ཧຍ⪅と学生とのὶሙ㠃
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㸯．はじめに

ーアイ࣏ �� ṓ大学（௨下ࠊᮏㅮᗙ）はࠊᆅ

ᇦで⏕άするᗣな㧗㱋者の自覚的ᖾ⚟感で

ある⏕ά‶㊊度のప下に対する一ḟ予㜵を┠

的に開Ⓨされた予㜵的作業⒪ἲ࣒ࣛࢢࣟࣉで

あるࠋᮏㅮᗙは2ࠊ��� ᖺに࣏ーアイ４大学㐃

ᦠ᥎㐍ࢭンࢱーによるᩥ㒊⛉学┬「ᡓ␎的大学

㐃ᦠ支援業」࣏ーアイ � 大学㐃ᦠ業ᆅᇦ交

ὶࣟࣉジ࢙クト࣭⏕ᾭ学⩦࢙ࣇイࢬに᥇ᢥされࠊ

2�2�ᖺ 2᭶までの �2ᖺ㛫にᮏ学近㞄にᅾఫす

る㧗㱋者を対象に �2 ᮇのㅮᗙを開催したࠋ

2��� ᖺ度よりㅮᗙෆᐜをᵓᡂし学⏕ᩍ⫱と

の㐃ᦠのഃ面をより῝めるように取り⤌んだࠋ

その一⎔としてࠊ作業⒪ἲ学⛉の実ᢏ₇⩦をᰕ

とする 2⛉┠に ��ṓ大学のཷㅮ者の方（௨下ࠊ

ཷㅮ者）が模ᨃᝈ者として参加しࠊ作業⒪ἲ学

⛉の学⏕が㝡ⱁά動やクࣛࣇトά動（௨下ࠊ

作ά動）の実ᢏᣦᑟをするᶵ会をタけたࠋ

㸰．ᩍ⫱࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛのねらい

ᮏㅮᗙはࠊᖹᡂ 2� ᖺ度よりᩍ⫱࢟ࣜ࢝ュࣛ

作業⒪ἲࠊとᆅᇦ支援ά動の㐃ᦠをᅗるため࣒

学⛉㸯ᖺḟ後ᮇの⛉┠である「作業ά動学Ϩ」ࠊ

およࡧ作業⒪ἲ学⛉ 2 ᖺḟ後ᮇの⛉┠である

「作業ά動学実⩦ϩ」においてࠊ学⏕がཷㅮ者

に対して作ά動をᣦᑟするᶵ会をタけてい

るࠋ学⏕はࠊᗙ学を㏻じ作業ά動の⒪的な≉

ᛶについて学⩦しࠊ安全⟶理のほⅬからその‽

ഛと∦け㐣⛬の⟶理に取り⤌むཱྀྲࠋ ㅮ者の身

体࣭⢭⚄的状ែを☜認しながらཷࠊㅮ者との

なコミュニケーションやᢏ⾡的な࣏ࢧート

を実することをᩍ⫱┠ᶆとしているࠋさらに

学⏕に対しては๓にコミュニケーションと

交ὶᢏ能に関するᢏἲ（⾲ �）についてのᤵ業

をおこないࠊ学⏕がཷㅮ者に対しᣦᑟする際にࠊ

どのようにࡩるまったらよいのかࠊ自分の⾜動

はこれでよいのか࣭࣭など自分の⾜動をཷㅮ者

の応からり㏉り学ࡧ取っていくことをᩍ

⫱のねらいの一つとしたࠋ

身体性
 ・接触する ︓身体的接触を⾏う
 ・⾒つめる ︓視線を⽤いる
 ・ジェスチャーをする︓身体運動、身振り⼿振りを⽤いる
 ・位置を変える︓他者との関係の中で⾃分の体を動かす
 ・正しく向く︓他者や共通の活動と関連付けて向ける
 ・姿勢をとる︓場に適した姿勢をとる

情報の交換
 ・はっきりと発⾳する︓明瞭で理解できるように話す
 ・主張する︓希望、拒絶、要求を直接的に表現する
 ・尋ねる︓事実の情報や個⼈的情報を求める
 ・交流を開始する︓注意を引く。かみあう。
 ・表現する︓感情や態度を⽰す
 ・声の調⼦を変える︓話の中で声の⼤きさや抑揚を⽤いる
 ・教える︓事実や⾃分のことを発表する。披露する。
 ・話す  ︓単語、⽂章で⾃分を理解してもらう
 ・持続する︓適切な時間の間話し続ける

関係
 ・協業する︓共通目的に向かって他社と⾃分の⾏為を協調させる
 ・従う  ︓暗黙、あるいは明⽩な社会的規範に従う
 ・焦点を当てる︓会話と⾏動を場の活動に向ける
 ・関係をとる︓他社とよい関係をとろうとするやり⽅で⾏う
 ・尊重する︓他社の反応や求めに対して調節する

（⾲ �）

３．実ᢏに⏝いた作ά動の⤂

実ᢏᣦᑟする作ά動はࠊ実際に作業⒪ἲに

おいて⒪的手ẁとしてά⏝されている作業

ά動であるࠋ「作業ά動学Ϩ」ではࠊ㝡ⱁά動

に取り⤌ࡳ（真 は「作業ά動学実⩦ϩ」ࠊ（�

テンシࣝά動（真ࢫ 2）とレࢨークࣛࣇトά

動（真 �）を実した᭱ࠋ近ではࠊこれらの

ㆤண㜵࣭生ࡀࡁい࡙ࡾࡃをᛂࡍる 

 いて㸰㸮１㸷ࠖࡘ㸴㸳ṓ大学ー࣏ࠕ
リハビリテーション学部 ᭷ྜྷ ṇ๎ࠊᆏᮏ ᾈࠊዟ㇂ ◊ 

いて㸰㸮㸯㸷ࠖࡘ㸴㸳ṓ大学ー࣏ࠕ
ㆤண㜵࣭生ࡀࡁい࡙ࡾࡃをᛂࡍる

リハビリテーション学部　᭷ྜྷ ṇ๎ࠊᆏᮏ　 ᾈࠊዟ㇂ 　◊
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作ά動のከくがࠊ社会的㐺応能ຊのᨵၿを┠

的に⏝いられているࠋたとえば⪁ᖺᮇ障害㡿ᇦ

の取り⤌ࡳはではࠊ㝡ⱁを「⏕きがいά動」と

⨨づけてあるࢫࠋテンシࣝά動とレࢨークࣛ

ある≉定のᖺ㱋ᒙやᛶูにࠊトά動の≉ᛶはࣇ

ᕥྑされることなくࠊ⏨ዪともにᏊどもから⪁

ᖺ者までࠊ対象の㐺⏝⠊ᅖがᗈくࠊ作業のẁ㝵

づけがᐜ᫆にできるⅬがあࡆられࠊ㧗㱋者に㐺

した作ά動であるといえるࠋ

真 � 

真 2 

真 � 

４．実㊶報࿌

��  定ဨ：2� ྡ

2�  ᮇ㛫：2��� ᖺ �� ᭶ �� ᪥ 㹼 2�2� ᖺ � 
᭶ �� ᪥ ༗後 ��：��㹼༗後 ����� 

��  全 � 回のෆᐜ：

第 � 回  㸺模ᨃᝈ者の説明会㸼

第 2㹼� 回 㸺作業ά動学実⩦ϩに参加㸼

ά動：ࢫテンシࣝࠊレࢨークࣛࣇト

 第 �㹼� 回 㸺作業ά動学実⩦Ϩに参加㸼 

ά動：㝡ⱁ

 第 �㹼� 回 㸺≀づくりコーࢫ㸼

ά動：ᐆ↝き（ཷㅮ者のཷࡳㅮ）

��  実場ᡤ

  රᗜ་⒪大学 0���㹼0��� 実⩦ᐊෆ

��  参加人数：合ィ ��� （ྡෆヂ：一⯡ ��2 ࠊྡ

学⏕ ��� 主催者ࠊྡ �� ྡ）

実ᢏᣦᑟはཷࠊㅮ者 � ྡに対して学⏕ 2㹼�
ྡがきῧう体制で実した᭱ࠋ⤊᪥には，ཷ

ㅮ者࣭学⏕࣭ᩍဨの௦⾲らによるព見交のᶵ

会をタけࠊḟ回にむけたᨵၿⅬの☜認を⾜ったࠋ

ཷㅮ者に学⏕の様Ꮚを聞くとࠊいくつかの

をあࡆながら �ᖺ⏕と 2ᖺ⏕のࡩるまい方の違

いについてのᣦがあったࠋそのෆᐜはࠊ� ᖺ

⏕はጼໃや⨨取りなどの身体ᛶのコミュニ

ケーションᢏἲを⏝いているが2ࠊ ᖺ⏕になる

と会ヰを㏻じཷㅮ者とよい関係をとࢁうとす

るពᚿがࡳられるというコミュニケーション

と交ὶᢏ能の㉁の向ୖを♧၀するものであっ

たཷࠋㅮ者のⓎ言の⫼ᬒにはࠊ模ᨃᝈ者という

ᙺを㏻じࠊ学⏕のᡂ㛗をとらえࠊᩍ⫱⌧場に

㏉そうとする人⏕のඛ達者としてのពᚿのᏑ

ᅾがうかがえるࠊࠋこのようにᮏ画はࠊ㧗㱋

者の社会的ᙺの⋓得にకう⢭⚄的なάᛶ

をಁすຠ果がᮇᚅできると⪃えるࠋ

おわりに

ᮏ࣒ࣛࢢࣟࣉにᦠわってくださった関係者

のⓙ様に῝ㅰいたします
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㸯．はじめに

 ႚ↮は，⫵がんをはじめとするከくのがん，

៏ᛶ閉ሰᛶ⫵ᝈ（&23'），動⬦◳ᛶᚠ⎔

ჾᝈなどのከくのᝈの༴㝤ᅉᏊであり，ႚ

↮関㐃ᝈの予㜵や⒪に⚗↮は必㡲である．

コによるᗣ⿕害を㜵Ṇするために社会ࣂࢱ

的に⚗↮支援ά動が᥎㐍されているが，ᡃ がᅜ

の対⟇はୡ⏺ྛᅜから比べ㐜れを取っている

ことより，ಶ人やᆅᇦ༢で⚗↮支援に取り⤌

むことはᅜẸのᗣ⥔持およࡧᗣቑ㐍のほ

Ⅼから㠀ᖖに重要なㄢ㢟である．

 そこで，ᆅᇦఫẸおよ４ࡧ大学学⏕࣭ᩍ⫋ဨ

のཷ動ႚ↮によるᗣ⿕害㜵Ṇ，ᗣ⥔持࣭ቑ

㐍のため，රᗜ་⒪大学をᣐⅬとし，࣏ートア

イࣛンࢻෆの⚗↮༊ᇦをᣑ大することを┠ᣦ

し，ᮏᖺ度において，学⏕によるࣂࢱコ྾Ẇの

㞟ά動を画し，実した．

㸰．実ෆᐜ

 රᗜ་⒪大学のᩜᆅおよࡧ࿘㎶㐨㊰，さらに

⚄戸学㝔大学，ኧᕝ学㝔▷ᮇ大学の࿘㎶㐨㊰，

⏕なとじま㥐までの㏻学㊰࿘㎶における学ࡳ

主体による �� 分⛬度のࣂࢱコ྾Ẇの㞟ά動

を⾜った．

 参加ᕼᮃ者は，実ᙜ᪥のఇࡳにරᗜ་⒪

大学ࢭンࢱーࢨࣛࣉ（ᄇỈ๓）に㞟合し，参加

者Ⓩ㘓をした後に㞟ά動を⾜った．㞟ά動

⤊後はࢭࡧンࢱーࢨࣛࣉに㞟まり，㞟し

た྾Ẇをまとめた．

 なお，ά動参加者にはㅰ♩として，ά動 2 回

につき ��� の 482 ．を㐍࿊したࢻー࢝

３．実᪥時，およࡧ参加人数

2��� ᖺ度は，ࣂࢱコ྾Ẇの㞟ά動を �� 回

実した．ྛ 回ともᴫね �2 時 �� 分㡭から開ጞ

し，ᴫね �� 時 �� 分㡭には全ဨが⤊してჾᮦ

の᧔を⾜った．

 それࡒれの実᪥における参加人数は⾲�の

㏻りである．参加者はのべ ��� （ྡ実㉁ �� ྡ）

であり，ᖺ度よりも参加者がのべ人数で 2�
ྡ（実㉁ � ྡ）参加者がቑ加した．参加者のෆ

ヂは⚄戸学㝔大⏕のべ �� ྡ，රᗜ་⒪大学⸆

学㒊⏕のべ �� ྡ，┳ㆤ学㒊⏕のべ �� ྡ，理学

⒪ἲ学⛉⏕のべ 2ྡ，作業⒪ἲ学⛉⏕のべ �ྡ，

ᩍဨのべ �� ྡであり，⚄戸学㝔大学およࡧ⸆

学㒊からはẖ回の参加があった．参加回数でࡳ

ると，� 回参加が �2 ྡ，2 回参加が �� ྡ，�
回参加が � ྡ，� 回参加が �� ྡ，� 回参加が �
ྡ，� 回参加が � ྡであり，参加者の �����が

複数回の参加であった．また参加者の⏨ዪのう

ち分けは，⏨Ꮚのべ �� ྡ（�2���），ዪᏊのべ

�� ྡ（�����）であり，ᖺ度よりも⏨Ꮚの参

加者数がቑ加した．

４．྾Ẇᣠいの状ἣ

参加者は，㐺ᐅ �ࠥ� 人⛬度に分かれてά動

した．それࡒれがⅆばさࡳを持ち，྾Ẇやࣂࢱ

コの✵き⟽など，ႚ↮に関㐃するࢦミのᣠを

ᆅ༊ࢫࣃンࣕ࢟↮⚗ࠕ をࠖ┠ᣦࡓࡋ⚗↮ᨭ活ືのᐇ㊶ 

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 准教授 ㈡ᒇගᬕ

࢟↮⚗ࠕ ンࣕࢫࣃᆅ༊ࠖを┠ᣦࡓࡋ
⚗↮ᨭ活ືのᐇ㊶

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 准教授　㈡ᒇ ගᬕ
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⾜った（真 �）．

真 �．作業㢼ᬒ（� ᭶ �� ᪥）

真 2．ᚅ合ᐊ入ཱྀ（�� ᭶ �� ᪥）

㸳．྾Ẇᣠいの結果

 真�に♧すように࣏イᤞてされた྾Ẇはか

なりከく，実したいࡎれの回も同様であった．

ᤞてられていた྾Ẇは，しおさい公ᅬが᭱もከ

かった．་⒪大学の࿘㎶㐨㊰や་⒪大 0 Ჷᶓ

のࢫࣂ近では≉に᳜え込ࡳにᤞてられて

いるഴ向があった．ഃ⁁のの㝽㛫から下にᤞ

てている྾Ẇは，┦変わらࡎከく見られた．ま

た，しおさい公ᅬෆのᪧᚅ合ᐊ入りཱྀ近も，

┦変わらࡎከくの྾いẆ，ࢦミなどのᨺ⨨が見

られた（真 2）� 

�．まとめ

 ᖺ度も⚄戸学㝔大学の学⏕ࣛ࣎ンテア

ᅋ体「ῶ⅏ 6&R3�ࢫコࣉࢵ�」からの参加がẖ

回あり，またインࢱーンの学⏕もከく⚄戸学㝔

からの参加が全体の �����を༨めた．また，参

加者は⣙ � が複数回参加しており，྾Ẇᣠい

ά動に༠ຊ的であるは႐ばしいである．た

だ，᪂規の参加者をቑやし，そこから⚗↮に対

するព識けをᗈめていく必要はあると⪃え

る．

 㞟された྾Ẇは，ᖺ度よりはⱝᖸ少ない

ようにも感じるが，ᖺ度もẖ回┦ᙜな㔞であ

った（真 ���）．公ᅬෆのࣟࢫーࣉの྾いẆは

ᚤῶしたようには感じるが，公ᅬෆの࣋ンチの

࿘り，ഃ⁁の୰などの࣏イᤞての྾いẆは┦変

わらࡎከく見られた．しおさい公ᅬに᪂たなྡ

ᡤができたにも関わらࡎරᗜ་⒪大の࿘㎶に

ࣔࣛࣝの⛬度のపいႚ↮者がまだまだἑᒣい

るということであり，ᝎましい㝈りであるࠋこ

のά動のᮏ来の┠的である⚗↮支援の強も

もちࢁんであるが，⚗↮࢚ࣜアでのႚ↮や྾い

Ẇの࣏イᤞてなどマࢼー࣭ࣔࣛࣝに対しての対

⟇の᳨ウの必要ᛶも感じた．

真 �．ᣠ結果（� ᭶ 2� ᪥）

真 �．ᣠ結果（�� ᭶ 2� ᪥）
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㸯．はじめに

රᗜ་⒪大学ではࠊᆅᇦఫẸのᗣづくりを

支援するためだけでなくࠊ学⏕たちのࢧーࣅ

立⚾ࠊの場としてά⏝するためࢢーニン࣭ࣛࢫ

大学等ᨵ㠉⥲合支援業としてᗣ 定ᶵჾ

を実したරᗜ་⒪大学࣏ーアイコࣔンࢬと

⠛ᒣコࣔンࢬを 2��� ᖺに開タしましたࠋ両コ

ࣔンࢬはࠊᮏ学の社学㐃ᦠά動に不可Ḟなᆅᇦ

㐃ᦠ実㊶ᣐⅬですࠋ

ᮏᆅᇦ交ὶࣟࣉジ࢙クトでは2ࠊ��� ᖺ度か

らࠊᗣづくり支援を࢟ー࣡ーࢻとしてࠊ学⏕

たちとᆅᇦఫẸとの交ὶの場でもある両コࣔ

ンࢬのより一ᒙのάᛶに取り⤌んでいますࠋ

௨下2ࠊ��� ᖺ度の取り⤌ࡳについて報࿌させ

ていただきますࠋ

㸰．ᗣづくり支援ά動

2��� ᖺ度もࠊᮏ学主催の公開ㅮᗙにేタし

た「රᗜ་⒪大⏕によるᗣチࢵ࢙ク体㦂」を

の場としてࢢーニン࣭ࣛࢫࣅーࢧ 2 回開催しま

したࠋ学⏕たちがࠊ,Q%RG\ による体ᡂ分 定ࠊ

㋖㦵ᐦ度 定ࣅࣟࢢࣔ࣊ࠊン 定を࣏ーアイコ

ࣔンࢬにて実しࠊ参加したᆅᇦఫẸのⓙさん

へのࣇーࢵࣂࢻクにも取り⤌ࡳましたࠋまたࠊ

⠛ᒣᕷᗣ⚟♴㒊ᗣㄢ主催の「いきいき࢝ࢹ

⠛ᒣコࠊー体᧯」へもከくの学⏕達が参加し࣎

ࣔンࢬにおける㧗㱋者のᗣづくり支援ά動

にも取り⤌ࡳましたࠋ

 両コࣔンࢬにおけるᗣづくり支援の実

状ἣを⾲ � に♧しますࠋなおࠊこれらのά動に

はᮏ学公認ࢧーク ⏕ーアイከ⫋✀㐃ᦠ学࣏ࣝ」

��）⏕ト࣡ーク」のⓏ㘓学ࢵࢿ ྡ）が主に参

加しましたࠋなおࠊ᪂ᆺコࣟ࢘ࢼイࣝࢫ感ᰁ症

（&29,'���）のᙳ㡪によりࠊㄔにṧᛕでした

が2�2ࠊ� ᖺ 2 ᭶ 2� ᪥ࠊ� ᭶ � ᪥ࠊ� ᭶ �� ᪥ࠊ

� ᭶ 2� ᪥に開催予定であった合ィ � 回の「い

きいき࣎࢝ࢹー体᧯」への学⏕の参加は୰Ṇし

ましたࠋ

⾲ �� コࣔンࢬά動実⦼

開催᪥時࣭コࣔンࢬ

イ࣋ントྡ

（ᆅᇦఫẸ参加者数）

参加

学⏕数

���� ࢬーアイコࣔン࣏࣭����

රᗜ་⒪大⏕による

ᗣチࢵ࢙ク体㦂 

（� ྡ）

� ྡ

2������2�࣭⠛ᒣコࣔンࢬ

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯

（�� ྡ）

2 ྡ

2��������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯

（�2 ྡ）

� ྡ

2�������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯

（�� ྡ）

� ྡ

2��������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯

（�� ྡ）

2 ྡ

���������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ 

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯ 

（�� ྡ）

2 ྡ

���� ࢬーアイコࣔン࣏࣭�����

රᗜ་⒪大⏕による

ᗣチࢵ࢙ク体㦂 

（�� ྡ）

� ྡ

රᗜ་療大学࣏ーࣔࢥンࢬと⠛ᒣࣔࢥンࢬを

活⏝ࡓࡋᗣ࡙ࡾࡃᨭࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

⸆学部 教授 ๓ ⏣ ึ ⏨

රᗜ་療大学࣏ーࣔࢥンࢬと⠛ᒣࣔࢥンࢬを
活⏝ࡓࡋᗣ࡙ࡾࡃᨭࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

⸆学部 教授　๓⏣ ึ⏨
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��������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ 

いきいき࣎࢝ࢹー体᧯ 

（�� ྡ）

� ྡ

���������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ

いきいき࣎࢝ࢹー体 

（�� ྡ）

� ྡ

���������࣭⠛ᒣコࣔンࢬ 

いきいき࣎࢝ࢹー体 

（�� ྡ） 

� ྡ 

ຠ果ࢢーニン࣭ࣛࢫࣅーࢧ．３

⏕を実㊶したຠ果は学ࢢーニン࣭ࣛࢫࣅーࢧ

たちの感想ᩥに㢧ⴭに⌧れていますࠋ⣬面の㒔

合ୖࠊ௦⾲的な感想を௨下にᘬ⏝しますࠋ

࣭ ᪥は37の方が来ていてࠊ体᧯後に一つ一

つの動きの࣏イントなどを説明していて37ࠊ

を┠ᣦしている身としてもとても参⪃にな

ったࠋ➽トレ一つにしてもࠊຠ果のある動か

し方など知っていけたらいいなと思ったࠋ

࣭ ఇࡳにᘬき⥆きࠊ� 回参加させていただ

きましたࠋᆅඖなのですがࠊこのࣛ࣎ンテ

ー体᧯のことを知り࣎࢝ࢹアを知るまで

ませんでしたࠋ実際ࠊ参加してࡳてたくさ

んの人と関わりをもててすごくᴦしかった

ですࠋまたࠊまで勉強したことを⏕かし

てこの体᧯がどのようなຠ果があるのかࠊ

など応⏝的に⪃えることができ勉強になり

ましたࠋ理学⒪ἲኈの方が参加する会では

具体的に体᧯を解説してくださりࠊいい⤒

㦂になりましたࠋ

ᗣづくり支援ά動の⌧場をᤊえた画像を

௨下にᥖ㍕しますࠋ学⏕たちはึ᭱ࠊはࡎか

しそうでࡂࠊこちないのですがࠊ時㛫が⤒つに

つれࠊ⏕き⏕きした㢦でࢧー࣭ࣛࢫࣅーニンࢢ

に取り⤌ࡳましたࠋここにもᩍ⫱ຠ果が感じら

れますࠋ

４．まとめ

ᖺ度は �� 回（ᖺ度 �� 回）のά動にᘏべ

人数 2� ྡの学⏕（ᖺ度 �� ྡ）が参加しまし

た29&ࠋ,'��� のᙳ㡪により参加を᩿ᛕした⠛

ᒣコࣔンࢬでのά動が � 回もありましたがࠊ

ᖺ度もᖺと同様にᘏべ ��� ྡ௨ୖのᆅᇦఫ

Ẹのⓙさんを対象としてࠊ学⏕達がࢧー࣭ࢫࣅ

ࣛーニンࢢを実㊶できましたࠋこの � ᖺ㛫で

✚した⤒㦂をもとにࠊ来ᖺ度௨㝆もࠊよりⰋい

ᙧで学⏕達にࢧー࣭ࣛࢫࣅーニンࢢの場をᥦ౪

して⾜くᡤᏑですࠋ
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㸯．はじめに

「ᗣ」とは何だࢁう．人はᖖに「ᗣ」を

ồめています．しかし，自分がᮏᙜに┠ᣦして

いる「ᗣ」とは何なのか，どんな状ែなのか

と言うに関してはవり῝く⪃えていないこ

とがከく，そのために，どうなったら「ᗣ」

なのかというุ᩿ができࡎ，ᖖに「ᗣ」をồ

めることになってしまいます．そして，「ᗣ」

と「ᖹ和」はษってもษれない関係にあります

が，それがどのように関係しているのかもなか

なか分かりづらいです．自らのᗣにẼづき，

自分のᗣと人のᗣは関係があるのか，ᆅ

ᇦやᆅ⌫の⎔ቃはᗣに関係があるのか等，ᮏ

ᙜは῝く関係しているのに，Ẽづいていなかっ

たことなどを，ุり᫆く⪃えてもらうために，

身近なことを，感をって⪃える࣡ークショ

を⾜いま࣒ࣛࢢࣟࣉという参加ᆺᙧᘧでࣉࢵ

す．回のテーマは「避難⿄（㣗品）」で，

ᗣやᖹ和について参加者ࡳんなで⪃えました．

㸰．ᑟ入

ト࣡ークのෆᙺはࢵࢿ㺃ࢫーࣆ㺃࣏࢟ー࣏

ⓑい大きなࢿコの࣏ーࣝࣇࣛ࢝．࣏࢟なしまし

ましっࡱが自៏です．࣏ー࣏࢟と一⥴にඛࡎ心

と身体をࡄすために࣏࢞（࣏ー࣏࢟のࣚ࢞）

をします．このᑟ入の㒊分で，見知らࡠ参加者

同ኈがあっという㛫にᡴち解けて，後の共同作

業が࣒ࢫーࢬになります．

ḟに，࣏ー࣏࢟のࣆーࢵࣈࢫクの୰から数ᯛ㑅

んで，ࡳんなにㄞんでもらいます．聞くだけで

はなく，自分でㄞんでࡳんなに聞いてもらう．

᪥ᮏㄒでㄞむ人，ⱥㄒでㄞむ人，Ⰽࠎな⾲⌧を

ってㄞࡳます．そして，ࡳんなが一⥴に࣏ー

．からの㉁問を⪃える࣏࢟

 ͇⿄㑊㞴͆ࡣⰍ㸽 回て㸪なࡗᗣࠕ

 ࠖࢡー࣡ࢺࢵࢿ㺃ࢫーࣆ㺃࣏࢟ー࣏
⸆学部 教授 ᱇ᮌ ⪽子 

͇⿄㑊㞴͆ࡣⰍ㸽　ᅇて㸪なࡗᗣࠕ
ࠖࢡー࣡ࢺࢵࢿ㺃ࢫーࣆ㺃࣏࢟ー࣏　　　　　

⸆学部 教授　᱇ᮌ ⪽子

ࠖࢡー࣡ࢺࢵࢿ㺃ࢫーࣆ㺃࣏࢟ー࣏　　　　　
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３．࣡ークショࣉࢵ

回のテーマは「避難⿄（㣗品）」それにち

なんで，様ࠎな㣗品や㣗べている人，場面など

の真を見て「ᗣ」と感じるか「ᖹ和」と感

じるかを┤感で手をᣲࡆて，その後それࡒれ近

くの人とヰをした．回も �� ṓ௦の方から㧗

ᰯ 2 ᖺ⏕や 2 ṓඣまでⰍࠎなᖺ㱋の方とᾏእ

の方も � 人参加してくれました．

ࠗ㨶は，ᗣ㸟࠘ࠗ でもたくさん㣗べられる

のはᖹ和࠘ࠗ ၈㎞Ꮚを両手に抱えてཱྀいっࡥい

に㢋ᙇるのは͐ᖹ和じࡷないけどᗣでもな

いようなẼがする࠘ࠗ ⢾ᒀ㣗は体にいいから

ᗣだけど，⨾しそうじࡷないからᖹ和では

ない㸽 一࠘人暮らしをጞめて㣗べることにẼを

㐵うようになったという参加者や，ᗣにẼを

いすࡂるととてもしんどいというヰもあり

ました．また，誰につくってもらうのかという

ヰで┒りୖがるࣝࢢーࣉもありました．

そこで，ྛ 自の㣗⏕άがどれࡄらいᗣ的か

をそれࡒれのࣝࢢーࣉでヰをしてもらいなが

ら，Ⰽࠎなᅜの㣗品分㢮⾲を見比べたり，࣋ジ

．アンの方の㣗品分㢮⾲を見たりしましたࣜࢱ

᪥ᮏのᰤ㣴ᇶ‽の勉強をしてから，ᦤ取ࣜࣟ࢝

ーをồめるのに，ࢠࣝࢿ࢚ー必要㔞の᥎定のた

めに，%0, をィ⟬しました．

その後，一᪥に必要なᰤ㣴⣲のἑᒣのࣜࢫト

を見て，一つ一つをィ⟬しながら㣗べていたの

では，⨾しくもないしᴦしくもないという☜

認をしました．Ẽや必要な人には必要だけれ

ど，ẖ᪥の㣗⏕άではそこまでẼにしなくても

よいのではというព見がฟました．

そして，ḟの࣡ークです．

参加者はシ࢙アࢫ࢘ࣁに一⥴にఫんでいま

す�一人ࡎつくじをᘬいて，そこに᭩かれてい

るᙺを₇じることになります．

えば，“三か᭶の赤ちࡷん”“三か᭶の赤ちࡷ

んのお母さん”“ࢲイࢵ࢚ト୰の 2� ṓのዪᛶ”

“入れṑが合っていない �� ṓዪᛶ”“き手

の手㤳を㦵ᢡしてࢫࣈࢠをしている �� ṓ⏨ᛶ”

“▷ᮇᅾのእᅜ人，᪥ᮏㄒがわからない”さ

らに，࣏ー࣏࢟（⊧）やࢠࢧ࢘もいます．全ဨ

がᮏᙜの自分௨እのᙺを₇じます．そして，そ

の人たちと，避難カ⦎で避難ᡤに⾜かねばなら

ないけれど，避難⿄にはどのような㣗⣊をどれ

らい入れればよいのかを⪃えてもらいましࡄ

た．

ᮏ来の自分のことではない想定なので，ᬑẁ⪃

えることのないことを一⏕ᠱ⪃えました．

「赤ちࡷんのミࣝクって，どうやって避難⿄に

入れたらいいんだࢁう㸽」「ዲきかもしれない

けれど，ࣂࢱコはᡃ៏してもらおう．」「࢜ー࢞

ニࢵクと࣋ジࣜࢱアンは一⥴なんだࢁうか㸽」

それࡒれのࣝࢢーࣉで模㐀⣬にⰍࠎなヰをし

ながら，自分たちの避難⿄を描いていきます．
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４．ᩓ⟇とⓎ⾲

 少しᐮかったけれど㢌を෭やすពも込め

て，しおさい公ᅬまでࡳんなでᩓ⟇にฟかけま

した．しおさい公ᅬまでṌくことで，実際に避

難ᡤに⛣動するとしたら，እをṌかなければな

らないということを思いฟしました．誰が，ど

うやって�持って⾜くんだࢁう．ᮏᙜに持て

る㸽ケ࢞した人や㧗㱋者の人も持つの㸽Ⰽࠎ

な問がわいてきます．

 㒊ᒇに帰ってきてから，避難⿄の⤮をୖࡆ

てⓎ⾲です．

「ᗣᚿ向の人がいるので，᪂㩭な㔝⳯や果≀

を入れました．」というⓎ⾲に対する㉁問で，

「᪂㩭な㔝⳯や果≀があるととてもᎰしいけ

れどそれらは避難⿄に入れておくことができ

る㸽」ࣛࢻイࣝࣇーࢶだったらどうだࢁう㸽ジ

ューࢫならⰋいかしら㸽とⰍࠎなヰがそこか

らᗈがりました．「ࡳんなで㣗べられるように，

∵一㢌入れました㸟」「∵が㣗べるものは入れ

てなくてⰋいの㸽」「どうやって㐠ࡪの㸽」と

ても᪂なアイࢹアに➗いがฟますが，㔞を⪃

えることがとても難しいということもわかり

ました．避難⿄の入れ᭰えの必要ᛶと㣗品ࣟࢫ

の勉強もしました．㎰ᯘỈ⏘┬㣗⣊⏘業ᒁがฟ

しているࢹーࢱで，ᗫᲠ≀ฎ理ἲにおける㣗品

ᗫᲠ≀を見ると，㣗品ࣟࢫの業⣔㣗品ࣟࢫは

ῶっているのに，家ᗞ⣔㣗品ࣟࢫは，ቑえてい

る．しかもそのෆᐜとしては，まだ㣗べられる

のにᗫᲠしているものがከく，㣗べṧした௨እ

に，യんでいた࣭賞ᮇ㝈ษれ࣭ᾘ㈝ᮇ㝈ษれ

等もከく，㠀ᖖ時にはそのような⾲♧をᇶにุ

᩿するのか，実際に見てからุ᩿するのかとい

う㆟ㄽにもなりました．

㸳．まとめ

ഛえることで，安全の度合いがୖがるけれど，

必要なものだけをຠ⋡よくそࢁえていただけ

では，安心できない．一見不要と思っても，自

分のዲきなものを一つ避難⿄に入れることで

心のᰤ㣴になり，Ⰽࠎなことができるようにな

ることもある．避難が▷ᮇ㛫ならⰋいけれどそ

うでないこともある．また，Ⰽࠎな人が一⥴に

ᒃるということは，おいに㐲៖やẼවねをす

るだけではなく，思いやったりཷᐜしたりする

ことが⫢心．そのためには᪥ごࢁから想像ຊや

感ᛶを㧗めておく必要がある．࿘りにいる人を

ඃしい┠でよくほᐹすることも必要．

アンケートでも，自分௨እのᙺをられたお

かࡆで，ᬑẁ⪃えなかったことを⪃えることが

できたとのグ㍕がከかった．また㣗品ࣟࢫにつ

いてももっと勉強するべきだとのព見もあっ

た．避難⿄のពや自分の⿄の☜認もする必要

があると思ったというព見もከかった．そして，

⤯対に必要でなくても自分のዲきなものを入

れてもよいといわれてっとしたというព見

もあった．そして，ᬑẁかかわることのない人

たちと共同作業することがとてもᴦしく勉強

になったというព見もあった．

回の࣡ークショࣉࢵでも，参加者‶㊊度は

㸶の方が大‶㊊で，全ဨがまた参加したいし，

もっとᗣやᖹ和についてⰍࠎなを⪃えた

いと言うでした．

参加者：㸯㸵ྡ（እᅜの方 㸴ྡを含む）
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㸯．はじめに

᪥ᖖの୰で，㣗べると言う⾜Ⅽは，ᜥをする

と言うと同じように，とても自↛で≉に⪃え

もせࡎに⾜っていることのように思われるが，

実はとても大変なことである．赤ちࡷんが，ᤵ

ஙから㞳ங㣗そして，だんだん大人と同じよう

なものが㣗べられるようになるまで，とても

⣽かにẼを㐵って⪃えられている．しかし，だ

んだん㣧ࡳ込ࡳにくくなっていく，状ែに関す

る関心はᮍだ㧗いとはいえない．けれども，㣗

は一᪥三回ᮅ࣭࣭ኪのとても大きな⾜Ⅽで

あり，人⏕のከくの時㛫を༨めるイ࣋ントでも

ある．もし，その時㛫がᴦしいものでなければ，

⏕きている時㛫もつまらないものになってし

まう．そんな不安を取り㝖き，⤊⏕ᴦしく㣗

をᦤることがฟ来るようにするにはどうすれ

ばⰋいのか，また⸆もやはり㣧まなければຠか

ない，どのようなᕤኵがあるのか，一⥴に⪃え

てࡳたい．

㸰．㣧ࡳ込むຊを㧗める᪥ᖖケア

「自分でできるᄟ下ᶵ能チࢵ࢙ク࣏イント」

のㅮᗙでは，ࣇレイࣝやࣝࢧコ࣌ニアとᦤ㣗ᄟ

下の関㐃を含め，᭱ ᪂の情報を含めたㅮ⩏を実

した．また，ձ㣗べる࣭㣧ࡳ込む動作にも体

᧯が重要であること，ղ㣧ࡳ込むときにാく➽

⫗や関⠇を知ること，ճ㣧ࡳ込ࡳやすいጼໃと

は，մࡦとりでできるᄟ下体᧯の方ἲなど，実

㊶しやすいෆᐜに࣏イントを⤠った．  
㣗べる࣭ 㣧ࡳ込む動作は手㊊の㐠動と同様に，

Ⅼなども┒り込んだ

᪥㡭からしっかりと動かしていくことの重要

ᛶ，また正しいጼໃで㣗を取ることがࢭ࣒の

予㜵にもつながることを伝えた．

᪥㡭から

ᄟ下ᶵ能に

関心の㧗い

方ࠎがཷㅮ

されている

こともあり，

㸯つ㸯つの

ෆᐜに対し，⇕心に⫈ㅮされていた．また，⡆

༢な実ᢏ体㦂も実したが，参加者全ဨが✚ᴟ

的に体を動かし，ᄟ下に関する➽⫗や関⠇のゐ

デ，ࡦとりでできるᄟ下体᧯を実㊶していた．

３．安全においしく㣗べるために自分でできる

᪥ᖖケア

ᄟ下の⤌ࡳと㧗㱋によるᄟ下ᶵ能へのᙳ

㡪，ᄟ下ᶵ能の☜認⡆༢テࢫト，ᄟ下ᶵ能を㘫

えるらくらく体᧯ཱྀࠊ ⭍ケアについてㅮ⩏を⾜

った．参加者ご自身で㢦をୖ下に向けて㣧ࡳ込

んでいただいたり，Ⓨ声をしていただいたりし

て，体㦂を㏻してᄟ下に関わる➽⫗の動きを実

感していただいた．参加者全ဨが⇕心に⫈かれ，

身体等を動かすときも✚ᴟ的に実された．ま

た，㧗㱋者にとっての「㣗べることのព」の

ヰのときには，大きくうなࡎいて⫈かれていた．

４．㣧ࡳ込ࡳにくくなったときの㣗のᕤኵ

 実際に㣧ࡳ込ࡳにくくなってしまったとき

ᄟୗᶵ⬟పୗண㜵講ᗙとᄟୗ᳨デ 

いࡘまでࡶ⮬ศのཱྀかࡽ㣗ࡅ⥆るࡵࡓ 
රᗜ་科大学ࡸࡉࡉま་療ࢭンࢱー リハビリテーションࢭンࢱー ᐊ㛗 ᆏᮏ ᜨ 

රᗜ་療大学              リハビリテーション学部 准教授 ᳃᫂子 

┳ㆤ学部 教授 ⣽見 ᫂௦ 講師 ᒣ⏣༓ 

ሗ࿌⪅ ⸆学部 教授 ᱇ᮌ ⪽子 

いࡘまでࡶ⮬ศのཱྀかࡽ㣗ࡅ⥆るࡵࡓ
ᄟୗᶵ⬟పୗண㜵講ᗙとᄟୗ᳨デ

රᗜ་科大学ࡸࡉࡉま་療ࢭンࢱー リハビリテーションࢭンࢱー　ᐊ㛗　ᆏᮏ ᜨ
රᗜ་療大学 リハビリテーション学部　准教授　᳃　 ᫂子

┳ㆤ学部 教授　⣽見 ᫂௦ࠊ講師　ᒣ⏣ ༓
ሗ࿌⪅　⸆学部 教授　᱇ᮌ ⪽子
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には，どうす

ればよいの

か㸽の方ἲ

として，

ࣘニࣂーࢧ

インࢨࢹࣝ

ࡳ込ࡳとトࣟミのά⏝を⤂した．㣧ࢻーࣇ

にくさの⛬度によって㣗のᛶ状が � ༊分さ

れていることや，ࢫࢢࢵࣛࢻトアでᕷ㈍されて

いることなどを説明した．また，参加者にミࢿ

ーࢱー࢛࢘ࣝࣛ

とトࣟミを配

し，ⷧい࣭୰

㛫࣭⃰いの３ẁ

㝵のトࣟミᾮを

実際に作ᡂして

いただいた．とࡳࢁをけることで，㣗≀のဗ

㢌へのὶれ込ࡳがࡺっくりになり，㣗ᮦのまと

まりがよくなるという説明に㢔かれ，ྛ 自が作

ᡂしたトࣟミᾮをཱྀに含ࡳ，その違いを体感さ

れていた．᭱ 後にトࣟミをά⏝する際の␃ព

Ⅼをお伝えした．

㸳．ᄟ下とくすり

 自分の㣧んでいる⸆をまࡎイメージしても

らう．そして，その大きさやᙧを思いฟしても

らう．ඛどまでのㅮ⩏で，ᙧの違うものや◳

さの違うものを一度に㣧ࡳ込むことは難しい

と聞いたことを思いฟして，それらのᙧや大き

さの違う⸆を一度に᭹⏝するのはどうかと㉁

問すると，もしかしたらὀពしなければならな

いかもしれないということにẼづいてもらっ

た．そして，「�� ✀㢮の⸆を一度にᤸに㍕せて

ごっくんとୖを向いて㣧む」という⾜Ⅽには，

ᄟ下のほⅬから⪃えて，大きな㛫違いが 2 かᡤ

あるという問いにも，ୖ を向いて㣧むのはⰋく

ないということと，一度に㣧めるの㸽というと

こࢁにẼがいてくださった．正解．㣧ࡳ込む

ときに一␒Ⰻいのは“うなࡎき”の動作でごっ

くんするのが一

␒Ⰻい．また，��
✀㢮もの⸆を一

度にཱྀに入れる

と，᭹⏝するため

のỈが入る㝽㛫

がない．これはⰋくない．ということを，᪥

のㅮᗙの⩦とともに☜認できた．

 それから，᪥参加された方は，ᄟ下⿵ຓࢮ

ࣜーについてごᏑじの方が少なかったために，

そのᙧ状や⏝方ἲなどについてཱྀ㢌で説明

した．

 あと，⸆のᙧにはពがあり，いࢁいࢁなᕤ

ኵがなされているので，手につࡪすというこ

とをしてはいけないというヰと，実際に有᰾㘄

を༙ษして見ていただく（アࣛࢲート &5��
）．それから，⾑୰⃰度のヰと᭹⸆のࢱイミ

ンࢢ，⸆をᙧづくる㈿ᙧのヰもする．

 ᭱後に，⚄戸ᕷ⸆ᖌ会のࣇレイࣝチࢵ࢙ク

のごෆと，避難ᡤでもά⏝できる 26� ࣜࢮ

ーのෆを⾜った．

㸴．まとめ

回の参加者の方は，≉にのࡳ込ࡳに困っ

ているという方はいらっしࡷらなかったよう

であるけれど，何となく不安で，将来的にᄟ下

困難になるのではと言う心配をお持ちの方やࠊ

家族のㆤで困ったがある方がおおかった

ように思う．᳃ඛ⏕や⣽見ඛ⏕の具体的な㣧ࡳ

込むための⦎⩦や᪥㡭できる㐠動などは，何度
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も一⥴にされて，帰ってからも⤯対に⦎⩦する

と௮っていた．また，実際に自分でトࣟミを

けると言うをጞめてされた方もከく，≉に⏨

の方は，⫪にຊを入れて一⏕ᠱされていた．

ᩱ理になれているはࡎのዪの方も，⋢になった

り，ୖ 手くΰࡐられなかったり，思った௨ୖに

難しいを体感されていた．このようにヰしを

聞くだけでなく，実際に体㦂することも大ษで

あると思う．

㸵．家族でᴦしむクࣜࢫマࢫ テࣝのやわ࣍

らかコーࢫᩱ理

 ᖺ度もこのࣟࣉジ࢙クトの᭱後に，࣏ート

テࣝの༠ຊを得て，ᄟ下障害を持つ方と࣍アࣆ

その家族の方が一⥴にクࣜࢫマࢫに࣍テࣝの

コーࢫᩱ理をᴦし

めるイ࣋ントを⾜

った．ᖺは，ࣜࣆ

ーࢱーの方だけで

なく，ึめての方，

ஂしࡪりの方もい

らっしࡷった．

 そして，ึ めての方で，ࢢ࣌をわれる方が，

ミ࢟シンࢢⰍをお㢪いしていたのに，ᰂらか⫋

が来ていると言われて☜認すると，実はそれが

ミ࢟シンࢢⰍで，あまりにもきれいにᡂᙧされ

ているので，わかりませんでしたと㦫かれたり

႐ばれたりした．また，ஂ しࡪりに来られた方

も，௨๓よりもⰍࠎなものが全てࣂージョンア

されていていと௮いました．㣗が⨾ࣉࢵ

しいからか，ᬑẁよりもཱྀの動きがάⓎですと

言われる方もあった．ㅮヰの後ྛテーࣝࣈを回

ると，ⰍࠎなほⅬからの㉁問があり，それら一

つ一つにそれࡒれのᑓ㛛⫋が答えるができ．

㣗が⨾しいだけでなく，とても‶㊊できる

㣗会でしたと言われた．

 ヨ㣗の時にⰍࠎな࢜ーࢲーをさせてもらっ

て，ᨵၿしていたᩱ理や，ヨ㣗のときはⰋかっ

たのに，なࡐかᮏ␒では少し◳かったᩱ理があ

り，こちらの方ももっとアࣂࢻイࢫのᕤኵも必

要であると⪃えさせられた．

⳹やかでᬕれの᪥を₇ฟして下さったクࣜࢫ

マࢯࢫンࢢの⏕₇ዌに，とても႐んでおられる

Ꮚどもさんや手を྇いて㢦をこࢁばせる㧗

㱋の方．ⓙさんᮏᙜにᖾせそうに見えた．ただ

お一人，㡢がⱞ手な参加者の方があったが，ࢫ

テࣝの⪥ᰦそして，₇࣍とࣇのイࣖーマࣇࢵࢱ

ዌ家の༠ຊとᩱ理㛗からのアイシンࢢⳫᏊの

ᕪし入れで，㣗も何とか႐んでとることがで

きたというࣉࣁニンࢢもあったが，何があって

もៃてࡎ対応できるのは，までᇵってきたࣀ

ークだとつくづく感じた．そ࣒࣡とチー࢘ࣁ࢘

れから，回はᕼᮃされる方にチ࢙࢟でった

真をおΏししたのだが，どの参加者の方もと

ても႐んでくださった．

 ᭱後までྡṧᝰしそうに参加者同ኈで真

をられているጼを見て，家族でᴦしむという

ことや，ᬕれの᪥を

ᴦしむということは，ᮏᙜに大ษなことだと感

じた࣒ࣛࢢࣟࣉ．㠀来ᖺも⥆けたいと⪃えて

いる．

大学ࣟࣉジ࢙クト参加者 2� ྡ，

�クト参加者 ４࢙ジࣟࣉテࣝ࣍ ྡ
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㸯．はじめに

ཎⓎᨾから�ᖺ⤒㐣しているもののᨺᑕ⥺

に対する関心は౫↛㧗いࠋᨺᑕ⥺に関する不☜

かな情報と不༑分な理解は不安をຓ㛗させる

要ᅉと⪃えられࠊ正しい理解へᑟけるようなᨺ

ᑕ⥺ᩍ⫱が必要と⪃えられるࠋᨺᑕ⥺ᩍ⫱は知

識と情報を㔊ᡂさせるෆᐜがᮃましくࠊ⥺※に

よるᨺᑕ⥺ィ を取り入れた体㦂学⩦がຠ果

的と⪃えられるࠋしかしながらࠊ⥺※を⟶理༊

ᇦእへ持ちฟすことはᨺᑕ⥺⟶理ୖᮃましく

なくࠊᩍ⫱ᢸᙜ者へのᩍ⫱カ⦎や㟁㞳ᗣデ᩿

のཷデ等の㈇ᢸ㡯┠もከいࠋそこでࠊᨺᑕ⥺⟶

理が不要なኳ↛᰾✀を含有する✀ࠎのᕷ㈍ヨ

⸆を⏝いたᨺᑕ⥺ᩍ⫱⏝の体㦂学⩦ࣛࢢࣟࣉ

ᇶ┙学⩦ᙧᘧを取り入れた࣒チーࠊを開Ⓨし࣒

᪂規ᨺᑕ⥺ᩍ⫱をᥦするࠋ

㸰．ά動報࿌

��5Eࠊ.�� ཬࡧ ���/X はᨺᑕ⥺⟶理が不要な

ኳ↛᰾✀でありࠊሷࠊ࣒࢘ࣜ࢝ሷࣝࣅジ࢘

ࠋ等のヨ⸆として入手できる࣒࢘㓟ࣝテチࠊ࣒

またࠊこれらの᰾✀は㟁㞳能ຊの␗なるș⥺を

ᨺฟするࠊ���/X はȚ⥺もᨺฟするࠋ

 ᭦にᨺᑕ⥺ィ ჾは関すཎᏊຊ᠓ㄯ会ࠊ᪥ᮏ

アイࢯトーࣉ༠会ཬࡧ᪥ᮏ⛉学ᢏ⾡⯆㈈ᅋ

より↓ൾで⏝可能なᨺᑕ⥺ᩍ⫱⏝ィ ჾを

⏝いたࠋ

３．ᨺᑕ⥺ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ

௨下にᮏࣟࣉジ࢙クトにて立されたᨺᑕ

⥺ィ を交えたᨺᑕ⥺ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉを♧すࠋ

ዴᏋȗȭǰȩȠӏƼݧᝤᚾᕤǛဇƍƨૼᙹ્ࠊ

ǢǯテǣȖȷȩーȋンǰƷܱោ

ᕤ学部 ϱ ᕲ ᅵ

ᕷ㈍ヨ⸆を⏝いࡓ᪂つᨺᑕ⥺教⫱࣒ࣛࢢࣟࣉཬࡧ
㊶のᐇࢢンࢽー࣭ࣛࣈテࢡ

⸆学部 准教授　⸨野 ⚽ᶞ
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 予めㅮ⩏ᙧᘧでᨺᑕ⥺を説明しࠊ� ✀㢮のᕷ

㈍ヨ⸆と2✀㢮のィ ჾを⏝いてᨺᑕ⥺ィ しࠊ

᰾✀の᥎定を⾜うࠋまたࣝࢢー࣡ࣉークのᙧᘧ

にて⾜うことが可能であるࠋ

４．学⾡的ά動

 ᕷ㈍ヨ⸆を⏝いたᨺᑕ⥺ᩍ⫱について᪥ᮏ

⸆学会関す支㒊大会（2��� ᖺ �� ᭶ࠊ⚄戸⸆⛉

大学ࠊ⚄戸ᕷ）᪥ᮏᨺᑕ⥺安全⟶理学会第 �� 回

学⾡大会へࢱࢫ࣏ーⓎ⾲した（同ᖺ �2 ᭶ࠊᮾ

大学ࠊྎᕷ）ࠋ

㸳．ᨺᑕ⥺ᩍ⫱のᒎ開

 ๓㏙のᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉを⏝いて 2��� ᖺ ��
᭶にこうべ⏕ᾭ学⩦࢝レࢵジにて「身近にᏑᅾ

するᨺᑕ⥺࣭ᨺᑕ能について実₇ᙧᘧで学ࡰう」

の₇㢟でᨺᑕ⥺ᩍ⫱を学⏕らと実したࠋ

᭦に 2�2� ᖺ � ᭶には⚄戸ᕷシࣝࣂー࢝レࢵ

ジにて「ᨺᑕ能とᗣ」のࢱイトࣝでᨺᑕ⥺ィ

 の実₇を⾜ったࠋ学⏕がᨺᑕ⥺の✀㢮や≉ᛶ

の説明をした後ࠊヨ⸆を⏝いてᨺᑕ⥺ィ を⾜

いཷࠊㅮ者が結果を⪃えさせるෆᐜとしたࠋな

おࠊシࣝࣂー࢝レࢵジではᤵ業ࣔニࣜࢱンࢢを

ཷけたཷࠋㅮ者からのᤵ業ෆᐜへのホ౯は ���
Ⅼ‶Ⅼで �2 Ⅼと㠀ᖖにⰋዲな結果であったࠋ

この2�2ࠊ� ᖺ 2 ᭶ᮎにᮏ学で開催した 5,
実㦂ࢭンࢱーを⏝しているᨺᑕ⥺業ົᚑ

者ᩍ⫱（⥅⥆）についても学⏕主体で⾜ったࠋ

予めࠊ学⏕が実⩦ෆᐜを説明しࠊព⩏なὀពⅬ

をヰした後ࣝࢢࠊー࣡ࣉークによる実⩦の⿵ຓ

を⾜ったࠋ

 この様にᕷ㈍ヨ⸆のᨺᑕ⥺ᩍ⫱への⏝はࠊ

ᩍ⫱ᚑ者を比㍑的▷ᮇ㛫に㣴ᡂすることが

可能でありࠊᨺᑕ⥺⟶理も不要であるⅬを有

するࠋ

㸴．まとめ

ᕷ㈍ヨ⸆を⏝いたᨺᑕ⥺ᩍ⫱は正しい知識

と⛉学的な理解のࡳならࠊࡎ理⛉や数学の複合

㡿ᇦを学ࡪことでࠊከゅ的࣭ከ面的など㔝で問

㢟をᤊえる能ຊを身にけられるࠋ᭦に自ら学

ト情報をࢵࣉト࢘正しく理解することでアࠊࡧ

ᐈほ的に解㔘してア࢘ト࣒࢝としてά⏝する

⛉学ࣜテࣛシーが☜立するとᮇᚅされるࠋ

− 29 −



㸯．はじめに

ୡ⏺有数の㛗ᑑᅜとなった⌧ᅾ，ᡃがᅜでは，

༢なる㛗ᑑだけではなく，その⏕άの㉁がὀ┠さ

れ，いかにᗣがಖ持できるかが重要なㄢ㢟とな

っている．また，何らかのᝈになると，་⒪は

ᛴᛶᮇに▷ᮇ㞟୰してᥦ౪されるようになり，そ

の後は，እ来⒪をཷけながらᆅᇦで⒪㣴⏕άを

㏦る人たちがቑえている．したがって，ᆅᇦにお

いて重要などⅬは，「いかにᗣづくりを⾜い，

ᗣをಖ持するか」と，「いかに安心して⒪㣴⏕άを

㏦れるか」であると⪃える． 

そこで，ᆅᇦఫẸのᗣづくりを┠的とし，

ᗣ人にはそのᗣを⥔持できるように，⒪㣴者に

はᛌ㐺な⒪㣴⏕άを㐣ごすことができるように，

ᖹᡂ��ᖺ度から⥅⥆して，ᮏࣟࣉジ࢙クトを実

している．なお，┳ㆤの強ࡳであるᛌ㐺ᛶを重ど

し，ࣜࣛクࢭーションを取り入れた┳ㆤᢏ⾡にこ

だわってᒎ開している． 

 ᮏࣟࣉジ࢙クトは，学⏕，ᩍဨが一体となり，

社会㈉⊩を┠ᣦしたものである．学⏕は，ࣛ࣎ン

テアの立場として㐠Ⴀにᦠわるだけでなく，

画そのものに୰心的に関した．๓に༑分に‽

ഛし，ᩍဨにより全のᣦᑟをཷけた┳ㆤ学㒊学

⏕とᩍဨが共に༠ാし㐠Ⴀした． 

ᆅᇦఫẸには，ࣜࣛクࢭーションを取り入れる

ことの重要ᛶを伝ᤵでき，学⏕はᢏ⾡のᥦ౪を㏻

して，ケアの難しさや႐ࡧのか，コミュニケー

ションをはかるうえでのከくの学ࡧがあった．こ

こでは，ᮏࣟࣉジ࢙クトのᴫ要とともに，そのᡂ

果について報࿌する． 

㸰．࣒ࣛࢢࣟࣉのᴫ要

�）開催᪥⛬，参加者およࡧෆᐜ 

第�回 ����ᖺ��᭶�᪥：��ྡ 

 ࠙ㅮ⩏ࣛࣜࠚクࢭーションとは何か，ࣜࣛク

ーションによࢭーションの✀㢮，ࣜࣛクࢭ

ってもたらされるもの，ࣁࣇࣝࢭンࢻマࢵ

 ージἲࢧ

 ࠙実ᢏࣁࠚンࢻマࢧࢵージ 

第�回 ����ᖺ��᭶�᪥：��ྡ 

 ࠙ㅮ⩏ࢫࠚトレࢫとは何か，ࢫトレࢧࢵー，

��ṓ௨，ࢫトレࢫ応，ᛌ࣭不ᛌࢫトレࢫ

ୖのࢫトレࢧࢵー，ࣇࣝࢭケアἲ 

 ࠙実ᢏࠚ手ᾎ，ࣁンࢻマࢧࢵージ 

�）ẖ回のὶれ（ྛ回�時㛫��分） 

��）知識のᥦ౪（ㅮ⩏��分） 

��）┳ㆤᢏ⾡のᥦ౪（実ᢏᴫね�時㛫：��分��

クーࣝ）：ಶูに実，㸯人につき��分 

��）ᗣチࢵ࢙クおよࡧⲔⳫを交えてḼㄯ：┳ㆤ

ᢏ⾡のᥦ౪を入れ᭰え制としていたため，ᢏ⾡

をཷけていない時㛫は，マࢧࢵージჾ，イン࣎

などを体㦂㡬いた．ま（⨨体ᡂ分分ᯒ）ࢹ

た，ⲔⳫを交えて，参加者同ᚿ，もしくは㐠Ⴀ

 ．とḼㄯしたࣇࢵࢱࢫ

�）学⏕の取り⤌ࡳ 

第�回  �ྡ：（�ᖺ⏕�ྡ） 

第�回  �ྡ：（�ᖺ⏕�ྡ，�ᖺ⏕�ྡ， 

�ᖺ⏕�ྡ） 

↓ᩱࢧーࢫࣅᥦ౪をするࣛ࣎ンテアとして

の一面だけではなく，参加した学⏕にとってព

ある⤒㦂となるために，௨下のձからմの取り⤌

，を⾜った．ᩍဨは，ᩍ⫱的な関わりを心がけࡳ

学⏕一人一人がᡂ㛗できることを┠ᣦした． 

ձ๓‽ഛと๓⦎⩦：ᢏ⾡のㅮ⩦会，⦎⩦ᣦᑟ 

ղ๓ᡴち合わせ：㐠Ⴀのᡴち合わせ，開催๓の 

ᢏ⾡☜認 

ճ実：ᆅᇦఫẸに┤᥋知識のᥦ౪およࡧᢏ⾡の 

リࣛࠕ ーションをࢭࢡ てࠖࡋかな生活を┠ᣦࡸࡓࢀධྀྲࡾ

┳ㆤ学部　㕥ᮌ みࠊࡁࡺⲶ野 ᚅ子ࠊᒣ⏣ ⤮㔛ࠊᐑ๓ ዉኸ

㹼ᐙᗞᙺ❧ࡘ┳ㆤᢏ⾡講ᗙシリーࢬ㹼
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実㊶ 

մ後のり㏉り：㐠Ⴀ，ᢏ⾡面でよかったⅬ，

ᨵၿⅬ 

３．参加者の応

 参加者からྛ回で感想をグ㏙して㡬いた．ㅮ⩏

に対しては，「ࢫトレࢫのヰは自分の体㦂と人⏕に

↷らして⪃えられた」，「知らないことを学べた，

さらにࢫトレࢫ対ฎἲを知りたい」などの感想を

㡬いた．また，学⏕の実ᢏに対して，「マࢧࢵージ

をとてもᑀにして㡬きありがとう」，「⒵して㡬

いた」，「Ꮮのようなⱝい方とおヰができてᴦしか

った」などの声があった．その，「,QERG\で体

⤌ᡂをィ できよかった」「おⲔとおⳫᏊでࣜࣛࢵ

クࢫできた」という感想を得た． 

４．学⏕の学ࡧ

 学⏕からは，後に⾜ったり㏉りで௨下のコ

メントがࡳられた．

「マࢧࢵージをᴦしんで下さっていてとても

Ꮀしかった」，「人にゐれて，おヰもできて大変貴

重な体㦂だった」とケアをする႐ࡧがㄒられた．

また，㧗学ᖺ学⏕は「実⩦をάかして㊃のおヰ

やご家族のおヰ，᪥ᖖ⏕άのおヰを，ケアをしな

がらすることができた」ことや，ప学ᖺ時から参

加を重ねている学⏕は，「コミュニケーションの୰

からヰのたねをࡳつけることができるようになっ

た」と自身のᡂ㛗についてもㄒられた．

㸳．まとめ

 参加下さるᆅᇦの方から，いつもあたたかいコ

メントを㡬き，┳ㆤのຊをᆅᇦ社会に㑏ඖするこ

とが後もồめられていると感じている． 

 そして，参加学⏕とのり㏉りでは，このά動

を㏻して，一人ࡦとりにᅛ有の学ࡧや႐ࡧがあり，

学⏕にとってもព⩏῝い体㦂になっている． 

ḟᖺ度も，ᆅᇦの方，学⏕にとって有┈なࣟࣉ

ジ࢙クトになるために，ά動の⥅⥆を⾜いたい． 
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1 

1．┠的

ᆅᇦで⏕άしているがんᝈ者とその家族がࠊ

ᝈにకう心理社会的な困難に対ฎしり㉺える

ຊを見いだせるようにࠊがんᝈ者࣭家族どうしで

Ẽ持ちの⾲ฟをᅗりࠊいに体㦂を分かち合うこ

とによって࢚ࠊン࣡ࣃメントされることを┠的にࠊ

ートの場࣭ᶵ会をᥦ౪することとし࣏ࢧࣉーࣝࢢ

たࠋ

ᖹᡂ 22 ᖺ度からẖᖺ開催してきた࣒ࣛࢢࣟࣉ

のෆᐜをࢵࣛࣈシュアࣉࢵしࠊᝈ者࣭家族が┦

に交ὶできる場としたࠋまたࠊᖺの第 4 回のෆ

ᐜを㋃まえて開催時ᮇや回数ࠊ会場を᳨しࠊよ

り参加しやすいࣟࢧンづくりにດめたࠋ

2．対象

対象は࣏ࠊートアイࣛンࢻおよࡧ⚄戸近㑹にᒃ

ఫࠊまたは近㑹の་⒪タもしくはරᗜ་⛉大学

㝔で་⒪やケアをཷけているࠊがんᝈ者およࡧ

がんᝈ者の家族ࠊ⣙ 15㹼20 ྡとしたࠋ

3．方ἲ

㸯）開催ᴫ要

（1）場ᡤ：⚄戸ᅜ際ࢭミࢼー㈚し会㆟ᐊ 8 㝵

（2）᪥⛬：  
第 1 回 2019 ᖺ  9 ᭶ 23 ᪥（᭶）⚃᪥

第 2 回 2019 ᖺ 10 ᭶ 14 ᪥（᭶）⚃᪥

第 3 回 2019 ᖺ 11 ᭶  4 ᪥（᭶）⚃᪥

時㛫は13：45ࠊ からཷを開ጞしࣛࢢࣟࣉࠊ

14：00㹼16：00ࠊは࣒ の 120 分としたࠋ

（3）参加者：

ᆅᇦで⏕άするがんᝈ者ࠊがんࣂࢧイࣂーࠊ

がんᝈ者の家族ࠋ

㸰）開催‽ഛ

参加ເ㞟方ἲࠊのෆᐜやᢸᙜ者࣒ࣛࢢࣟࣉ（1）

などを᳨ウした（2019 ᖺ 5㹼8 ᭶）ࠋ

 ⚄戸ᕷ立་⒪ࢭンࢱー୰ኸᕷẸ㝔┳ㆤ㒊࣭ර

ᗜ་⛉大学㝔┳ㆤ㒊と㐃ᦠしࠊ画࣭‽ഛを

⾜ったࠋ

（2）ᖺࠊ参加者ᕼᮃ数が少なかったことから

参加者がアクࢫࢭしやすいࠊ㥐に近い会場を᳨

ウしࠊඖ⏫㥐近にある「こうべまちづくり会

㤋」での開催を᳨ウした（2019 ᖺ 6㹼10 ᭶）ࠋ

チࣛシの配ᕸࡳෆ᪂聞ᢡり込ࢻートアイࣛン࣏࣭

࣭⚄戸ᕷ立་⒪ࢭンࢱー୰ኸᕷẸ㝔やරᗜ་⛉

大学㝔でのࢱࢫ࣏ーのᥖ♧࣭チࣛシ配ᕸ

࣭ᮏ学 HP のᥖ♧

♧ーのᥖࢱࢫ࣏ー㥐でのࢼートࣛイ࣏࣭

ー㥐࿘㎶の⸆ᒁでのチࣛシ配ࢼートࣛイ࣏࣭

࣭ᑽᓮᕷࠊすᐑᕷࠊ⚄戸ᕷࠊ明▼ᕷෆにある 300 
ᗋ௨ୖの㝔でのチࣛシ配ᕸ

（3）テーマやㅮ⩏࣭₇⩦ෆᐜなどに応じてእ㒊

ㅮᖌ等の༠ຊを得たࠋ

メンࣂー：

රᗜ་⒪大学┳ㆤ学㒊

࣭ᒣෆὒᏊ（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

රᗜ་⛉大学㝔

 ࣭すᮧ⿱⨾Ꮚ（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

⚄戸ᕷ立་⒪ࢭンࢱー୰ኸᕷẸ㝔

 ࣭℈⏣㯞⨾Ꮚ（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

࣭ᱵ⏣⠇Ꮚ（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

࣭ᒾ⏣ዉ⨾（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

࣭Ἀᾆ㯞▮（がん┳ㆤᑓ㛛┳ㆤᖌ）

༠ຊ者：

 ࣭Ἑ合和⨾（රᗜ་⒪大学大学㝔）

（4）ྛ回の⤊時に参加者からのホ౯࣭要ᮃに

関するアンケートㄪᰝを⾜ったࠋその結果をḟ

回開催ෆᐜにά⏝した

4．結果

ྛ回にタ定したテーマにᇶづきࠊ┠ᶆを立てࠊ

㐠Ⴀࣇࢵࢱࢫおよࡧእ㒊ㅮᖌが情報ᥦ౪を⾜いࠊ

参加者とともにㄒり合いを⾜ったࠋ

㸺テーマࠊ┠ᶆࠊෆᐜࠊᢸᙜ者ࠊ感想㸼

第 1 回 情報のᩚ理と自分のẼ持ちを伝える

࠙┠ᶆࠚ

1．ච⒪ἲや࣒ࣀࢤ་⒪について知る

2．ព思Ỵ定や ACP について⪃えࠊẼ持ちをヰしࠊ

共有する

3．情報をά⏝しࠊ家族や་⒪とのコミュニケーシ

ョンにᙺ立てるࣝࢢーࣉメンࣂーがいに知

り合う

࠙ෆᐜࠚ

㸺情報ᥦ౪㸼

࣭ච⒪ἲと࣒ࣀࢤについて（ᢸᙜ：℈⏣）

࣭ព思Ỵ定と ACP について（ᢸᙜ：ᒾ⏣）

㸺ㄒり合い㸼

࣭までの体㦂や思いについて

࣭⏕άや⒪の୰でどのようにព思Ỵ定をしてき

たか

࣭་⒪者や家族ࠊ友人とのコミュニケーションや

Ẽ持ちの伝えることの難しさやᕤኵしてきた

ことなど

࣭㢮ఝした体㦂があるか

ᇹᲯׅ ƕǜधᎍȷܼଈƷƨǊƷǵȝーȈǰȫーȗȗȭǰȩȠ

� ᛖǓƋƍȷ学ƼƋƍȷૅƑƋƏ ƕǜधᎍƱܼଈƷƓƠǌǂǓǵȭン �

Ⴣᜱ学部 я ϋޛ බ܇

➨㸳ᅇ　ࡀんᝈ⪅࣭ᐙ᪘のࡵࡓの
࣒ࣛࢢࣟࣉࣉーࣝࢢࢺー࣏ࢧ　　　　

┳ㆤ学部 ຓ教　ᒣෆ ὒ子

㸫ㄒࡾあい࣭学ࡧあい࣭ᨭえあࡀ　࠺んᝈ⪅とᐙ᪘のࣟࢧࡾࡷࡋ࠾ン㸫
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2 

࠙感想ࠚ参加者 4 ྡ（アンケート結果より）

࣭᪥は勉強になりましたࠋ᪥㡭ヰせないことを

たくさんヰしࠊ聞かせていただきࠊᴦしい   

思いをしましたࠋ་⒪関係者の かいお心に᥋

することができࠊᎰしかったですࠋ

࣭いࢁいࢁな方の状ἣをお聞きすることができࠊ

参⪃になったࠋ自分のࢫテージϨの状ែと

比べࠊの方の⢭⚄面の強さが感じられたࠋ

࣭少人数でヰしやすかった࣒ࣀࢤࠋ་⒪のことを

知らなかったのでࠊわかってよかったࠋ

࣭おヰをఛうことで安心を覚えますࠋヰを聞いて

㡬くことだけで心の安らࡂを覚えますࠋⓙ様の

明るい๓向きにບまされましたࠋ

第 2 回 㣗と体ㄪ⟶理のくࡩう

࠙┠ᶆࠚ

1．᪥ࠎの⏕άとᗣに対応する㣗や㐠動につい

て⪃える

2．⌧ᅾ⾜っている⏕άのᕤኵや⪃えࠊẼ持ちを

ヰして共有する

3．᪂たに⾜えそうなᕤኵがあればࠊ⏕άに取り

入れてά⏝してࡳる

࠙ෆᐜࠚ

㸺情報ᥦ౪㸼

࣭㣗と㐠動（ᢸᙜ：ᱵ⏣）

࣭⿵௦᭰⒪ἲ/マインࢫࢿࣝࣇࢻ（ᢸᙜ：ᒣෆ）

㸺ㄒり合い㸼

࣭情報ᥦ౪に関する問Ⅼ

࣭㣗や㐠動でẼをつけてきたこと

࣭⿵௦᭰⒪ἲへのイメージࠊ実際

࣭後の体ㄪ⟶理についてやっていこうと⪃えて

いること

࠙感想ࠚ参加者 10 ྡ（アンケート結果より）

࣭་ᖌのㅮᗙはよくありますがࠊ་⒪ᚑ者の方

のおヰを⫈けるᶵ会は少ないのでࠊとてもため

になりますࠋ

࣭Ẽ持ちがᴦになりましたࠋ

࣭ᝈ者さんの情報ࠊ実際の体㦂したヰを聞けたこ

とはとてもⰋかったですࠋ

࣭この࣒ࣛࢢࣟࣉに参加すると心がࢵ࣍としますࠋ

ࠋなさんのඖẼをもらって帰りますࡳ

࣭参⪃にしたいことࠊ実⾜したいことなどありま

したࠋ

࣭㣗がおいしくない時がありࠊ参⪃になったࠋ

第 3 回 自Ꮿで㐣ごすために知っておきたいこと

࠙┠ᶆࠚ

1．自Ꮿで㐣ごすための社会㈨※とά⏝方ἲにつ

いて⪃える

2．⦆和ケアや③ࡳṆめに関する正しい知識を知 

 る

3．自Ꮿで安心して㐣ごすために必要な情報を共

有しࠊά⏝できる㝔でά⏝できる

࠙ෆᐜࠚ

㸺情報ᥦ౪㸼

࣭がん┦ㄯとがん⒪㣴に関する制度（ᢸᙜ：すᮧ）

࣭⦆和ケア（ᢸᙜ：Ἀᾆ）

㸺ㄒり合い㸼

࣭情報ᥦ౪に関する問Ⅼ

࣭がん┦ㄯ⏝⤒㦂

࣭⦆和ケアや③ࡳṆめに対する⪃えや思い

࣭後ࠊά⏝できそうなこと

࣭参加した┠的を㋃まえた自⏤なヰし合い

⪃えたことやẼづいたことࠊのẼ持ちࠊ

࠙感想ࠚ参加者 9 ྡ（アンケート結果より）

࣭་ᖌのㅮ₇は聞くᶵ会もከいがࠊ┳ㆤᖌのᝈ者

ࠊに立ったおヰを⫈くことは少ないのでࢻイࢧ

⚾にとってはࣇࢵࢱࢫのඃしさでࠊ心が和ࡳと

てもᎰしいᶵ会でとても有難く思っていますࠋ

࣭ෆᐜが的☜でよかったࠋ

࣭同じ思いのᝈ者さんのព見が聞けて自分の思いࠊ

共感できてよかったࣇࢵࢱࢫࠋの方ࠎありがと

うごࡊいましたࠋ

࣭参加してよかったですࠋ

࣭この会合に参加すると心が和ࡳますࠋ来ᖺもよ

来ᖺは⮅⒴㸳ᖺ┠⏕Ꮡにࠋしくお㢪いしますࢁ

なりますࠋ

࣭᪥も自分より㡹ᙇっていらっしࡷる方にฟ会

えたࠋそのෆᐜをどういࢁいࢁな方に伝えてい

けるかを⪃えていきたいࠋ

㸺全࣒ࣛࢢࣟࣉを㏻してのごព見ご感想㸼

࣭いつもㅮᗙの情報をᥦ♧していただきࠊありが

とうごࡊいますࠋ

࣭感ㅰしかないですࠋ

࣭後の⒪にいかしたいがありましたࠋ

࣭ẖ回㈨ᩱをいただきࠊ参⪃になったࠋ

5．まとめ

ᖺ度はࠊ大ᆺྎ㢼のᙳ㡪により開催୰Ṇを᳨

ウするែが⏕じたがࠊᖺよりも参加者はከくࠊ

参加者の‶㊊度も㧗い結果となったࠋ対象者がが

んᝈ者であることから᪩ᮇに参加を⏦し込むこ

とが難しいഴ向があるためࠊ後も⏦し込ࡳ時ᮇ

や方ἲを᳨ウしながらよりከくの方に参加しࠊ情

報をά⏝いただける会として⥅⥆して㐠Ⴀを⾜

っていきたいࠋ
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はじめに

ᒀኻ⚗はࠊ加㱋にకう㦵┙ᗏ➽⩌の➽ຊప

下࣭ฟ⏘࣭⫧‶などがཎᅉでࠊዪᛶの��㹼��㸣

に認めるࠋᒀኻ⚗には⭡ᅽᛶᒀኻ⚗ࠊษ㏕ᛶᒀ

ኻ⚗ࠊΰ合ᛶᒀኻ⚗がありࠊこれらに対するಖ

Ꮡ的⒪の第一㑅ᢥ⫥として㦵┙ᗏ➽トレー

ニンࢢがあࡆられるࠋそのຠ果はከくのඛ⾜◊

✲により᳨ドされ࢞ࠊイࣛࢻインにおいても᥎

ዡ *UDGH $と明♧されているࠋしたがってࠊᒀ

ኻ⚗に関する知識の理解ࠊ㦵┙ᗏ➽トレーニン

自ら実ࠊをᥦ౪し࣒ࣛࢢࣟࣉの⩦得を┠ᣦすࢢ

できるよう支援していくことはࠊᒀኻ⚗の予

㜵的取り⤌ࡳとしてព⩏のあることであるࠋ 

この度ࠊᖹᡂ��ᖺ度ᆅᇦ交ὶࣟࣉジ࢙クトと

してࠊᆅᇦᅾఫዪᛶに対しᒀኻ⚗に関する知識

や㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢをၨⓎしࠊ自Ꮿでも⥅

⥆して実できるよう࣒ࣛࢢࣟࣉを実したࠋ

ᖺ度同様ྛࠊコーࢫの実回数を４回としࠊ

身体ά動㔞や体⤌ᡂなどのィ も⾜ったࠋᗣ

づくりにおᙺ立ていただく情報を㞟࣭解ᯒしࠊ

ࣉさらに実度の㧗いࠊクを⾜いࢵࣂࢻーࣇ

ࣟジ࢙クトෆᐜへᨵၿしたࠋ 

実㊶ᴫ要

㸯）ࣟࣉジ࢙クトᴫ要 

ᆅᇦ㐃ᦠ実㊶ࢭンࢱーᖹᡂ �� ᖺ度ᆅᇦ交ὶ

㸫トイレに「なおしᩍᐊࡳᗣ」クト࢙ジࣟࣉ

ᝎむ๓に㸫 

㸰）ࣟࣉジ࢙クトᢸᙜ者 

᳃明Ꮚ（理学⒪ἲኈ） 

３）ᙜ᪥ࣇࢵࢱࢫ 

✄葉ᮁᏊ（᳃ࣀᐑ㝔 理学⒪ἲኈ）ࠊᯇᮏᜨ

実（関す㟁ຊ㝔 理学⒪ἲኈࠊරᗜ་⒪大学

⚄）ᇉෆඃⰾࠊ（テーション学㒊◊✲ဨࣜࣅࣁࣜ

戸ᕷ立す⚄戸་⒪ࢭンࢱー 理学⒪ἲኈ）ࠊ᯽

ᮌ㤶（ྜྷ⏣㝔㝃ᒓ⬻⾑⟶◊✲ᡤ 理学⒪ἲ

ኈ）ࠊᑿᓮᙬ▮⳯（理学⒪ἲኈ）ࠊ᯽㇂明Ꮚ（◊

✲支援）ࠊ �  ࠋྡ

４）実᪥時 

ձ$ コーࢫ：� ᭶ �� ᪥�㔠� ࠊ�� ᭶ � ᪥�Ỉ�ࠊ 

�� ᭶ �� ᪥�ᮌ�ࠊ�� ᭶ �� ᪥（㔠） ཷ：� 時

�� 分 実時㛫：�� 時 �� 分㹼�� 時 �� 分 

ղ% コーࢫ ：� ᭶ �� ᪥�㔠� ࠊ�� ᭶ � ᪥�Ỉ�ࠊ

�� ᭶ �� ᪥�ᮌ�ࠊ�� ᭶ �� ᪥（㔠） ཷ：�� 時

�� 分 実時㛫：�� 時 �� 分㹼�� 時 �� 分 

㸳）実場ᡤ 

රᗜ་⒪大学ᆅᇦ㐃ᦠ実㊶ࢫテーションෆ 

㸴）参加人数：合ィ �� ྡ（ෆヂ：一⯡ �� ࠊྡ

主催者 �� ྡ：௨ୖᘏべ人数）  

㸵）実㊶報࿌ 

ᮏࣟࣉジ࢙クトはເ㞟人数をྛコーࢫ � ࠊྡ

実ᮇ㛫はᴫね࣒ࣛࢢࣟࣉ � か᭶㛫としたࠋ�

か᭶㛫の実୰ึࠊ 回ࠊ� 㐌┠ࠊ� 㐌┠᭱ࠊ ⤊回

に࢛ࣟࣇーア࣒ࣛࢢࣟࣉࣉࢵを含むためࠊ全 �

回のࣟࣉジ࢙クト᪥にすべて参加できる方を

対象とした࣒ࣛࢢࣟࣉࠋはࠊᒀኻ⚗に関する問

デホ౯実後ࠊձᒀኻ⚗について学ࡪ（ᒀኻ⚗

のཎᅉࠊ㦵┙ᗏのᵓᡂと➽⫗の理解）ղ㦵┙ᗏ

➽トレーニンࢢについて学ࡪ（┠的とຠ果の理

解）ճ㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢの⩦得（実ᢏ⦎⩦）

を⾜った（ᅗ は自Ꮿࢢ㦵┙ᗏ➽トレーニンࠋ（�

で � か᭶㛫⥅⥆するようᣦᑟしたࠋまたࣜ࢜ࠊ

ジࣝࢼのグ㘓ࣀートを制作しࠊ᪥ࠎのトレーニ

ンࢢ実回数のグ㘓をつけてもらいࠊトレーニ

ンࢢに対するព識づけをಁしたࠋ 

 㸫๓ࡴᝎࣞࢺ教ᐊࠖ㸫ࡋ࠾ᗣみなࠕ
リハビリテーション学部 准教授  ᳃ ᫂子 

教ᐊࠖࡋ࠾ᗣみなࠕ

リハビリテーション学部 准教授　᳃　 ᫂子

㸫ࣞࢺᝎࡴ๓㸫
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ᅗ㸯 実㢼ᬒ 

ᇶᮏ㡯┠としてࠊᖺ㱋ࠊ身㛗ࠊ体重ࠊ,%0ࠊฟ⏘

回数ࠊᒀ₃れ有↓ࠊㄪᰝ㡯┠としてᒀ₃れの有

ࠊ㦵᱁➽⫗㔞ࠊ身体ά動㔞ࠊᒀ回数ࠊ↓

,QWHUQDWLRQDO &RQVXOWDWLRQ RQ ,QFRQWLQHQFH 

4XHVWLRQQDLUH�6KRUW )RUP（,&,4�6)）࢟ࠊンࢢ

ᗣ㉁問⚊ࠊṌ⾜㏿度7ࠊLPH XS DQG JR（78*）

などをㄪᰝしたࠋ自Ꮿでの㦵┙ᗏ➽トレーニン

 ࠋの実状ἣもᢕᥱするようにしたࢢ

おわりに

身体ά動㔞を 定した結果ࠊᙜࣟࣉジ࢙クト

へご参加くださった方のᖹᆒṌ数はࠊ᪥ᮏዪᛶ

のᖹᆒṌ数をୖ回ったࠋつまりࠊᒀኻ⚗に関心

を持ちࠊ᪥ᖖよりᗣに関心のある母㞟ᅋであ

ったことが᥎ᐹされたࠋ 

᪥㡭の身体ά動㔞や体⤌ᡂࠊ身体能ຊとして

のṌ⾜㏿度78ࠊ* などࠊㄪᰝ 定㡯┠の結果を

᪥㡭からのᗣづࠊクすることでࢵࣂࢻーࣇ

くりにᙺ立てていただけるきっかけになった

様Ꮚであったࠋなおࠊ㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢは

実方ἲを正しく理解しࠊ⥅⥆して実するこ

とでࠊᒀኻ⚗予㜵に⧅がることがᮇᚅできࠊま

たࠊ㦵┙ᗏ➽トレーニンࢢの⩦័への第一Ṍ

であるࠋこのようにࠊᒀኻ⚗に関する知識や㦵

┙ᗏ➽トレーニンࢢの┠的とຠ果等を含めた

自ら自Ꮿでも実できるࠊをᥦ౪し࣒ࣛࢢࣟࣉ

よう支援していくことはᒀኻ⚗の予㜵的取り

後も⤒㦂ࠋとしてព⩏のあることであるࡳ⤌

を重ねࠊよりⰋいࣟࣉジ࢙クトをᘬき⥆き開催

していきたいと⪃えているࠋ

ㅰ㎡

ᮏࣟࣉジ࢙クトは「ᖹᡂ �� ᖺ度රᗜ་⒪大

学社学㐃ᦠᶵᵓᆅᇦ交ὶࣟࣉジ࢙クト」およࡧ

「-636 ⛉◊㈝ -3��.�����」のຓᡂをཷけたも

のですࠋまたࠊ回参加してくださったᆅᇦఫ

Ẹのⓙ様ࣟࣉࠊジ࢙クト㐠Ⴀに༠ຊをしてくだ

さったࣇࢵࢱࢫの方ࠎに心より感ㅰいたしま

すࠋ 
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㸯．はじめに

㧗㱋が㐍⾜している࣏ートアイࣛン

㧗㱋者が要ㆤ状ែに㝗ࠊᆅᇦにおいてࢻ

らないように予㜵することはႚ⥭のㄢ㢟

となっているࠋしかしながらࠊ⌧状ではᆅ

ᇦఫẸやᆅᇦໟᣓ支援ࢭンࢱーが主体と

なったㆤ予㜵の取り⤌ࡳは㝈定的であ

りࠊ㐠動を୰心としたㆤ予㜵ࢧーࢫࣅを

ཷけるには༑分なᶵ会がᥦ౪されていな

いࠋそこでࠊᆅᇦఫẸが主体的にㆤ予㜵

の取り⤌ࡳを㐠Ⴀできるようにするためࠊ

ㆤ予㜵のための知識を有しࠊ㐠動をᣦᑟ

することができる࣏ࢧーࢱーを㣴ᡂする

ことを┠的とし⚄戸ᕷ୰ኸ༊と㐃ᦠして

ㅮᗙを開催したࠋなおࠊᮏ取り⤌ࡳはᖺ

で㸳ᖺ┠となったࠋまたࠊᖺ度は᪂たな

取⤌としてࠊಟ⏕に対する࣏ࢧーࢱー定

会も回開催したࠋ

㸰．ㅮᗙෆᐜ

   ᮏㅮᗙは全㸴回のㅮᗙ（㸴回┠はᑓ㛛⫋

を交えたࣝࢢーࢵ࢝ࢫࢹࣉション）としࠊ

ྛ回でㆤ予㜵に必要なᇶᮏ的知識を身

にけるためのㅮ⩏とࠊ⌧場で㐠動ᣦᑟを

するための実ᢏ⦎⩦の㸰㒊ᵓᡂとしたࠋ

（⾲ �）

ㅮᗙには᪂規⏦込者ࠊཷㅮ者含めࠊ��
ྡが参加したࠋ

（�）ㅮ⩏

ㅮ⩏はࠊㆤ予㜵において≉に重要であ

る分㔝についてࠊරᗜ་⒪大学のᩍဨおよ

参加者のᇶᮏ的知識のࠋ学⏕が実したࡧ

定╔をᅗるためࠊḟ回のᩍᐊで๓回のㅮ⩏

ෆᐜについて☜認する時㛫をẖ回タ定しࠊ

参加者の家ᗞでの⩦をಁしたࠋ

（2）実ᢏ⦎⩦

   実ᢏᣦᑟではࠊᆅᇦでの㐠動ᩍᐊ㐠Ⴀに

必要な‽ഛ㐠動（ࢫトレࢵチ）ࠊ➽ຊトレー

ニンࢢの方ἲࢹࠊュアࣝࢫࢱクトレーニン

ࢢ重Ⅼ的にトレーニンࠊの３Ⅼについてࢢ

を⾜ったࠋㅮᖌのࣔࢹンࢫトレーションの

後ࣝࢢࠊーࣉにわかれて実ᢏ⦎⩦を実㊶的

に⾜ったࠋなおࠊ実ᢏᣦᑟの際にはẖ回学

⏕とཷㅮ者（2%࣭2*）が参加し࣏ࢧࠊ

ートを⾜ったࠋ参加者には᭱ࠊ⤊回に実ᢏ

のⓎ⾲会をタけていることを࿘知しࠊ฿達

レࣝ࣋を達ᡂするようにಁしを⾜ったࠋ

⾲㸯 ࣏ࢧーࢱー㣴ᡂㅮᗙの࣒ࣛࢢࣟࣉ

රᗜ་療大学ᗣ࡙࣏ࢧࡾࡃーࢱー㣴ᡂ講ᗙ 

リハビリテーション学部 講師 永井宏達

第１回 介護予防の概論 運動（ストレッチ・筋⼒トレーニング・デュアルタスク）
第２回 介護予防に必要なお薬の知識
第３回 認知症、軽度認知障害の実態と予防
第４回 介護予防における栄養と⼝腔ケアについて
第５回 第1〜4回の振り返り、運動教室での指導を⾒据えた実践練習
第６回 各地域包括センター担当者からの情報提供、活動に向けたグループディスカッション

※上記に加え、毎回実技練習を実施

රᗜ་療大学ᗣ࡙࣏ࢧࡾࡃーࢱー㣴ᡂ講ᗙ

リハビリテーション学部 講師　Ọ ᏹ㐩

− 36 −



ㅮᗙが㐍むに㐃れࠊ参加者のពḧも向ୖしࠊ

の㐠動やᣦᑟ方ἲなどを自ら開ࣝࢼジࣜ࢜

Ⓨして実㊶する参加者もいたࠋまた㉁応答

も㠀ᖖにάⓎになっていったࠋ

᭱⤊回の㐠動ᣦᑟⓎ⾲会ではࠊ⩦得レࣝ࣋

のᕪ␗はあるもののࠊ全ဨが自分のᢸᙜ分㔝

に関するᣦᑟを実₇することがฟ来たࠋ

��� ᆅᇦでά動するためのࣛࣉン

後どのようにྛᆅᇦでά動をしていく

のかࠊ第㸴回の࢛ࣟࣇーアࣉࢵㅮᗙにて参加

者同ኈでព見をฟし合ったࠋ

��� ಟドの㉗࿊と࣏ࢧーࢱーⓏ㘓

参加者にはཷㅮಟド明としてࠊㆤ予㜵

ートアイ࣏後ࠊアを㉗࿊し࢙࢘ーࢱー࣏ࢧ

ࣛンࢻᆅᇦのㆤ予㜵を┒りୖࡆていくこ

とをおいに☜認し合ったࠋ後は⚄戸ᕷ୰

ኸ༊ࠊᆅᇦໟᣓ支援ࢭンࢱーとも㐃ᦠしなが

らࠊᆅᇦఫẸへのᗣቑ㐍と࣏ࢧࠊーࢱーの

取り⤌ࡳを支援していく予定であるࠋ

３．ㅮᗙ⤊後の定会の㐠Ⴀ

  ᮏᖺ度からの᪂たな取⤌としてࠊಟ⏕の

さらなるレࣝ࣋アࣉࢵを┠的とした࣏ࢧー

こࠋー定会をẖ᭶開催することとなったࢱ

の会では࣏ࢧࠊーࢱー自身が主体的に学ࠊࡧ

交ὶするᶵ会をᥦ౪しࠊ後の࣏ࢧーࢱーά

動のレࣝ࣋アࣉࢵを┠的としているࠋ会の㐠

Ⴀはࠊ学⏕が୰心として⾜うことでࠊ学⏕と

ఫẸの学ࡧの場としたࠋ

ージの開タ࣒࣌ー࣍ーに関するࢱー࣏ࢧ．４

 ᖺ度は᪂たに࣏ࢧーࢱーの情報をⓎಙす

る࣍ー࣒࣌ージを開タしたࠋ後も社会に向け

て 情 報 Ⓨ ಙ を 㐍 め る 予 定 で あ る ࠋ

KWWSV���ZZZ�QDJDL�SW�FRP�FRPPXQLW\

ᅗ㸰 実ᢏⓎ⾲会の様Ꮚ

ᅗ３ ㅮᗙ⤊時の㞟合真
ᅗ㸯 ࣝࢢーࣉ学⩦の様Ꮚ

ᅗ４ 定会の様Ꮚ
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㸯．はじめに

ཌ⏕ປാ┬が「ᆅᇦ共⏕社会」の実⌧を᥎㐍

する⫼ᬒには，㧗㱋࣭少Ꮚによる社会ᵓ㐀

や⏕άの変にకい，ᆅᇦでの支え合い࣭つな

がりがኻわれつつある⌧状への༴ᶵ感がある

と⪃えられます．このような状ἣは障害者や認

知症者を取りᕳく⎔ቃにおいて≉に㢧ⴭに見

られるのですが，ᆅᇦによっては，そもそも障

害（者）のことを具体的に知るᶵ会が少ないと

いう場合もあるかも知れません．

そこで⚾たちは，ᆅᇦఫẸのⓙさんに障害を

具体的に知っていただくこと，そして障害のあ

る方に対するイメージや自分にできる支援に

ついて一⥴に⪃えていただくことを┠的に，障

害のある方と家族がⓏ場する࢟ࢻュメンࣜࢱ

ー映画の鑑賞会を画しました．

クトとなった࢙ジࣟࣉึ 2��� ᖺ度は，第 �
回を � ᭶ �� ᪥，第 2 回を �� ᭶ �� ᪥に開催し

ました．参加者はྛ回 �� ྡ，�� ྡでした．

㸰．࢟ࢻュメンࣜࢱー映画鑑賞会

回は，᪂聞やテレࣅ等を㏻じて障害のྡ⛠

やᏑᅾが比㍑的ᗈく認知されている「認知症」

と「知的障害࣭自閉症」を᥇りୖࡆました．映

画の㑅ᢥにあたっては，障害のある方と家族の

᪥ᖖをࣜアࣝに感じられる作品であることを

重どしました．

１）第１回（認知症）

映画鑑賞にඛ立ち実した「認知症」のミニ

レクチャーの一㒊を௨下に♧します．誰もがⓎ

症する可能ᛶのあるẼということで，認知症

への関心は㧗く，ⓙさん⇕心に聞き入っておら

れたのが༳象的でした．

 鑑賞した映画は「ඃしい時㛫（監督：ᶓᒣၿ

ኴ）」です．認知症の♽母と⒴をⓎ症した♽∗

をᏞのどⅬで㏣った作品で，が㐍⾜する୰で

もおいをẼにかける♽∗母のጼが㠀ᖖに༳

象にṧりました．

鑑賞後のⲔヰ会では，「グ᠈がኻわれてもご

主人を思うẼ持ちは変わらないことが，⾲情や

ⲡから伝わってきた」「言いたいことが言え

なくなる，できないことがቑえるって，すごく

もどかしいんだࢁうな」「ただただษなくてἽ

いてしまった」等，さまࡊまな思いを共有しま

した．Ⓩ場人≀への共感を㏻じて，参加者一人

とりが認知症に対する理解を῝めたり，自分ࡦ

や家族の身に⨨きえて⪃えたりする時㛫を

㐣ごすことができたのではないかと思います．

障害のある方の思いと生活

映画を見て みんなで考えてみませんか

リハビリテーション学部 作業療法学科 准教授 佐野 恭子

講師 清水 大輔

障害のある方の思いと生活
映画を見て みんなで考えてみませんか

リハビリテーション学部 作業療法学科 准教授　佐野 恭子
講師　清水 大輔
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㸰）第㸰回（⮬㛢症）

第 2 回のテーマは「自閉症」でした．認知症

に比べると自閉症に関する情報は入手しにく

いのではないかと思われたため，ミニレクチャ

ーでは分かりやすい説明を心がけました．

鑑賞した映画は「ちづる（監督：赤﨑正和）」

です．重度の知的障害と自閉症を有する妹，兄，

母親の暮らしが描かれています．この作品は

「友達に妹のことをどう説明していいか分か

らない」という兄が，大学の卒業制作として作

りました．感情の起伏が激しく社会とのつなが

りを避ける主人公，時として予想できない主人

公の言動に戸惑いながらも真正面から全身で

向き合う母親，自分を含む家族の将来について

思いを巡らす兄．三者三様の思いが交錯する映

像に，自分が共感できる対象は誰なのか，主人

公をどう理解すればいいのか，どんな支援が必

要あるいは可能なのか等，戸惑いを覚えた参加

者もいたようです．

鑑賞後は「自閉症といっても，症状の重さに

は幅があるんですね」「勉強になったけど，自

分に何ができるかと問われると答えられない」

「言葉がない」等の感想が聞かれました．

３．アンケートから分かったこと

１）障害ࡸ障害のある方ᑐࡍる࣓ーࢪ

 アンケート結果より，「認知症」と「自閉症」

の両方に対して，参加者は“複雑”“難しい”

と感じていることが分かりました．しかし「認

知症」に対しては“身近な”“穏やかな”“暖か

い”というイメージも同時に抱いているとの回

答でした．一方で「自閉症」に対しては，知識

として少し知り得たものの，はっきりしたイメ

ージを持つことが難しいようでした．  

㸰）障害のある方ࡸᐙ᪘のᨭព㆑

 認知症の方や家族への支援については，「困

りごとや頼まれごとがあればお手伝いしたい」

「家族が孤立しないよう声かけしたい」という

回答がありました．自閉症の方や家族に対して

は「家族の大変さはよく分かるが，具体的に何  
ができるか分からない」「障害のことをもっと

知る必要がある」と答えた参加者が少なくあり

ませんでした．この結果には障害の違いが関係

していると思われましたが，「何か手伝いたい

と思っても，どこまで入り込めばいいか不安」

「うまくコミュニケーションが取れるか心配」

等，その場で実際に自分が動けるかどうか不安

だという回答は，どちらの参加者からも一定数

見られました．

４．まとめ

 小規模での開催でしたが，とても貴重な情報

を得ることができました．そして，帰り際に「あ

りがとう．こういう映画はもっとたくさんの人

が見るべき」と言って下さった声にも，応えて

いきたいと思いました．
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�� はじめに

ᮏࣟࣉジ࢙クトはဴ学࢙ࣇ࢝というᙧᘧを

⏝いてࠊあるテーマについて参加者たちが自ら

⪃えࠊヰし合う画である2ࠋ��� ᖺから⥅⥆

してẖᖺ開催しておりࠊᖺ度で � ᖺ┠となっ

たࠋ⏕きることや⪁いることࠊᗣやẼなど

誰にでもおこることを主なテーマとしているࠋ

参加するにあたってᑓ㛛的な知識は≉に何も

必要なくࠊ必要なのは「ᙜ↛」と思っているこ

とをࠊ対ヰを㏻してもう一度⪃え┤してࡳるこ

とだけであるࠋ

2� ဴ学࢙ࣇ࢝とは

ဴ学࢙ࣇ࢝とはဴࠊ 学者のマࣝク࣭ࢯーテが

���2 ᖺにࣛࣇンࢫのࣜࣃの࢙ࣇ࢝でဴ学的

対ヰを⾜っていたことからጞまったά動であ

るဴࠋ 学࢙ࣇ࢝で⾜われる対ヰはࠊ必ࡎしもỴ

まった方ἲがあるわけではなくࠊただ参加者の

ヰをよく聞きࠊ理解しࠊ⪃えてࠊヰすことがồ

められるဴࠋ 学࢙ࣇ࢝はࠊこのά動に共感する

人ࠎによってࣛࣇンࢫ全ᅵからᅜእにまでᗈ

まりࠊ᪥ᮏでも 2��� ᖺ௦から関すを୰心にྛ

ᆅで開催されるようになったࠋ⌧ᅾではࣇ࢝ࠊ

クトのように大学࢙ジࣟࣉᮏࠊだけではなく࢙

のタなどを⏝いて⾜われることもあるࠋ

�� ┠的

ᑓ㛛家からᕷẸへの一方的な知識伝達では

なくࠊ参加者同ኈがᆅᇦの様ࠎな人との対ヰを

㏻してࠊ⏕きることやṚのពࠊᗣとẼࠊ

⪁いることなどをはじめとして⏕άにᐦ᥋に

関㐃したテーマについて自ら⪃えることとࠊそ

のためのᶵ会をᥦ౪することを┠的とするࠋま

たᆅᇦの方ࠎの交ὶの場ᡤを作ることも┠的

としているࠋ

�� クࣜニ࢙ࣇ࢝ࣝ࢝の実

ࠒ実方ἲࠑ

 定ဨ：ྛ回⣙ �� ྡ

（ྛ回ごとにその㒔度参加者をເ㞟）

 時㛫：ྛ回 2 時㛫

 場ᡤ：ᆅᇦ㐃ᦠ実㊶ࢭンࢱー

 㣧ᩱࠊおⳫᏊを‽ഛ

ࠒ回のテーマྛࠑ

第�回�．2��� ᖺ � ᭶ �� ᪥

㞄のⰪはなࡐ㟷いのか㸽

第2回�．同ᖺ �� ᭶ 2� ᪥

ᖾ⚟になるための᮲௳とは

第�回�．2�2� ᖺ � ᭶ �� ᪥

ඃしさと⏑やかすこと

※ ᪂ᆺコࣟ࢘ࢼイࣝࢫ感ᰁᣑ大の状ἣ

を鑑ࠊࡳ୰Ṇとなりました

ࠒ対ヰのࣝーࣝࠑ

 テーマについてじっくり⪃えて対ヰする

 自分自身でよく⪃えてヰす

 人のヰをよく聞きྫྷࠊする

 ᙜ↛と思っていることをもう一度⪃え

┤してࡳる

 テーマに関するᑓ㛛的知識は≉に何も

࢙ࣇ࢝ࣝ࢝ࢽリࢡ
� あࡾࡓまえを考え┤ࡍ �

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 教授 ⣖ᖹ知ᶞࠊ准教授 ᖖ見 ᖾ

࢙ࣇ࢝ࣝ࢝ࢽリࢡ

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 教授　⣖ᖹ ▱ᶞࠊ准教授　ᖖ見　 ᖾ

㸫あࡾࡓまえを考え┤ࡍ㸫
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必要ない

 対ヰへの㏵୰参加࣭㏵୰㏥ฟも自⏤

ࠒ⾜㐍ࠑ

このࣟࣉジ࢙クトではྛࠊ 回ともテーマをタ

定しࠊそのテーマにἢって⣖ᖹとᖖ見がྖ会ᙺ

ࠋまたはグ㘓ᙺをົめた（ーࢱシࣜテーࣇ）

第 � 回は⣖ᖹがྖ会をࠊ第 2 回はᖖ見がྖ会

をົめたࠋ対ヰෆᐜを全ဨで共有できるようࠊ

グ㘓係は࣡࣍イト࣎ーࢻに㈞りけた大きな

⏝⣬に対ヰの要Ⅼをグ㘓しࠊ᭩き⤊わった⏝⣬

は㒊ᒇのᅄ方のቨに㡰␒に㈞っていったࠋ

のෑ㢌ではẖ回࢙ࣇ࢝ ��㹼2� 分⛬度ဴࠊ学

その回ࠊの説明や対ヰのࣝーࣝの説明や࢙ࣇ࢝

のテーマについての⡆༢なレクチャーを⾜っ

たࠋその後はྖࠊ会の㐍⾜のもとࠊ自⏤におⲔ

やおⳫᏊをᴦしんでもらいながらࣜࠊ ࢫクࢵࣛ

した㞺ᅖẼの୰ࠊ対ヰを⾜ったࠋ

なおࠊ第 � 回は開催を予定していたもののࠊ

᪂ᆺコࣟ࢘ࢼイࣝࢫ感ᰁᣑ大の状ἣを鑑ࠊࡳ୰

Ṇとしたࠋ参加を予定していた方ࠎにはおルࡧ

⏦しୖࡆたいࠋ

�� 対ヰ

 ᮏࣟࣉジ࢙クトもᖺで � ᖺ┠となりࠊ複数

回参加されている方もいる一方でึࠊ めて参加

される方もおられࠊ参加回数はまちまちであっ

たࠋしかしྛ回ともࠊ参加回数に関わらࡎከく

の参加者がメࣔを取りながら✚ᴟ的に対ヰに

参加していたࠋそして対ヰする୰でࠊもう一度

自分の⪃えを問い┤したり᪂たなẼづきが得

られた様Ꮚであったࠋ⤊時にとったアンケー

トにもࠊ「なかなか難しいテーマだなࠊとあら

ためて思いましたࠋ自分のព見をபいஆらࠊ自

分に問いかけࠊよい認識を得たように感じまし

たࠋ（第 � 回ࠊ�� ௦）」「それ⛬ᖾ⚟について⪃

えたことが↓かったがࠊከくの方の⪃えを聞く

ことがฟ来てⰋかったࠋ（第 2 回ࠊ�� ௦）」な

どのグ㍕が見ཷけられたࠋ

�� まとめ

このࣟࣉジ࢙クトではࠊෑ㢌にྖ会ᙺからミ

ニレクチャーは⾜うもののࠊその後はㅮᖌから

の一方的なレクチャーᙧᘧではなくྖࠊ 会ᙺの

㐍⾜のもと参加者同ኈが対ヰをするᙧᘧをと

ったࠋさらにはྛࠊ回の⤊時にもࠊ≉に何ら

かの結ㄽをฟして⥾めくくるのでもなかったࠋ

参加者はࠊ自分自身で⪃えࠊ人のព見を聞きࠊ

様ࠎなⓎ見をしていくࠋこういったことを⾜う

なかでࠊᬑẁᙜたり๓だと思っていること（ᅛ

定ᴫᛕ）をもう一度問い┤すࠊということ自体

がព⩏のあるものだと⚾たちは⪃えているࠋ

なお࢙ࣇ࢝ࠊの実に際しては学⏕ࣛ࣎ンテ

対ヰそのࠊഛや㐠Ⴀの⿵ຓの‽ࠊアをເり

ものに参加してもらったࠋ様ࠎなᖺ㱋ᒙの人た

ちのᗣやẼࠊ⏕やṚについての⪃えを聞い

たりࠊ参加者とともに⪃えࠊⓎ言することによ

ってࠊ་⒪⫋にとって必要なṚ⏕ほやᗣほな

どについて理解しࠊ自分の⪃えをもつ貴重なᶵ

会となったのではないかと思うࠋまたࠊ参加者

から「学⏕さんの参加がよかったと思う」（��
௦）との声があがったり࢙ࣇ࢝ࠊ⤊後も参加

者と学⏕がᴦしそうに会ヰを⥆けるなどࠊ学⏕

とᆅᇦఫẸの交ὶそのものが重要な社会㈉⊩

にもなったようであるࠋ

さらにࠊ参加者には⊂ᒃの方もከいようだがࠊ

� ᖺ㛫⥅⥆して࢙ࣇ࢝の開催を⥆けているこ

とにより࢙ࣇ࢝ࠊで᪂しい交ὶの㍯が作られࠊ

ᗈがっている様Ꮚが見ཷけられたࠋ

このようにࠊこのࣟࣉジ࢙クトの┠的であっ

たࠊ参加者が自ら⪃えることとࠊ参加者同ኈの

交ὶは達ᡂされたと⪃えられるࠋ
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㸯．はじめに

᭱近ࠊ心理学における認知ㄢ㢟の㐙⾜ᡂ⦼を

手かりに⬻ᶵ能や⢭⚄⑂ປが 定できる可

能ᛶがᣦされているࠋこれをཷけࢯࣃࠊコン

とࢵࢱチࣝࢿࣃを⏝いてࢫࠊトࣝーࠊࣉ心的回

㌿ࠊ⣔ิ応という � つの認知ㄢ㢟が手㍍に実

できるࣇࢯトを作〇したࠋ回はࠊこれらの

トを⚄戸ࢫトを⏝いた認知ㄢ㢟と心理テࣇࢯ

ᕷᅾఫの㧗㱋者を対象に実しࠊ「⬻と心の

ᗣチࢵ࢙ク」体㦂をしていただいたࠋ参加者へ

の対応はරᗜ་⒪大学の学⏕がᢸᙜしࠊアクテ

ࠋのᶵ会としたࢢーニン࣭ࣛࣈ

㸰．ࣟࣉジ࢙クトのᴫ要

�� 開催᪥時࣭場ᡤ 2��� ᖺ �� ᭶ �� ᪥と ��
᭶ �� ᪥の 2 回ࠊරᗜ་⒪大学ᆅᇦ㐃ᦠ実㊶ࢫ

テーションで実したࠋ

2� 参加者࣭ࣇࢵࢱࢫ 参加者は⚄戸ᕷᅾఫの

ᗣな㧗㱋者 �� ྡであったࣇࢵࢱࢫࠋはᮏ学

の学⏕ࣛ࣎ンテア � ྡであったࠋ

と心のᗣ⬻ࠊ実回ともྛ ࣒ࣛࢢࣟࣉ ��

についてミニㅮ⩏�⣙ 2� 分�を⾜った後ࠊ参加者

一人ࡦとりに学⏕ࣇࢵࢱࢫがつきࢵࢱࠊチࢿࣃ

ࣝを⏝いた � ✀㢮の認知ㄢ㢟を㡰ḟ実した

�⣙ �� 分�ࢫࠋトレࢫや⢭⚄的ᗣ状ែを 定す

る � ✀㢮の心理テࢫトも୪⾜して実した�⣙
�� 分�᭱ࠋ後にࠊ認知ㄢ㢟のᡂ⦼と心理テࢫト

の結果の解㔘について説明しࠊ「⬻と心のᗣ」

について学⏕を交えて自⏤にࢵ࢝ࢫࢹショ

ンしていただいた�⣙ �� 分�ࠋ

３．認知ㄢ㢟

Ⰽを知覚するᶵ能と言葉を認知するᶵ能の

㛫で⏕じるⴱ⸨を 定するࢫトࣝーࣉㄢ㢟�ᅗ
なゅࠎ㢌の୰に思いᾋかべたイメージを様ࠊ��

度に回㌿させる能ຊを 定する心的回㌿ㄢ㢟

�ᅗ 数Ꮠ⣔ิへの応時㛫をᣦᶆに作業グࠊ�2

⬻とᚰのᗣࢡࢵ࢙ࢳ 
ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 講師 ᅵỤ ఙ  

⬻とᚰのᗣࢡࢵ࢙ࢳ

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 講師　ᅵỤ ఙ
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᠈や⾜動࣭思⪃を制ᚚする能ຊを 定する⣔ิ

応ㄢ㢟�ᅗ ��の �✀㢮の認知ㄢ㢟を実したࠋ

これらのㄢ㢟はࠊいࡎれも⬻ᶵ能のᖖᛶや⢭

⚄的ᗣ状ែの 定ࢶーࣝとなる可能ᛶが♧

၀されているࠋ

４．心理テࢫト

への対ฎ能ຊや対ฎഴ向を 定すࢫトレࢫ

るࣛࢫࣝࢨᘧࢫトレࢫコーࣆンࢢイン࣋ント

ࣜーࠊ将来への๓向きなᒎᮃや明るいẼ持ちを

 定する 92/�9DOXDWLRQ RI /LIH�ᑻ度ࠊ⢭⚄的࣭

身体的なᗣ状ែを 定する *+4 ⢭⚄ᗣㄪ

ᰝࠊᢚうつ的なẼ持ちの⛬度を 定する &(6�
' の � ✀㢮の心理テࢫトを実したࠋこれらの

ᑻ度はࠊいࡎれも᪤にᶆ‽されࠊ⮫ᗋ࣭◊✲

場面でᗈく⏝いられているࠋ

㸳．認知ㄢ㢟およࡧ心理テࢫトの結果

回実した�✀㢮の認知ㄢ㢟によって⬻ᶵ

能や⢭⚄⑂ປがどの⛬度 定できるかについ

ては⌧ᅾ◊✲୰でありࠊ᭕な㒊分もከいࠋ参

加者のࡳなさんにはࠊその᪨を説明したୖでࠊ

自分のࢹーࢱとᖖな大学⏕が同じ認知ㄢ㢟

を実した際のᶆ‽的なࢹーࢱとの比㍑から

自身の状ែを᥎定していただいたࠋまたࠊ� ✀

㢮の心理テࢫトの結果についてはࠊ学⏕ࢵࢱࢫ

からᶆ‽的な得Ⅼやุ定ᇶ‽と↷らし合わࣇ

せながらࣇーࢵࣂࢻクしたࠋ回の参加者はࠊ

ᖹᆒᖺ㱋が �� ṓを㉺えていたこともあり2ࠊ�
ṓ๓後の学⏕から得られたࢹーࢱと比㍑する

とࠊ全ての認知ㄢ㢟において応時㛫が㛗かっ

たࢫࠋトࣝーࣉㄢ㢟では認知的ⴱ⸨がややᙅくࠊ

心的回㌿ㄢ㢟では回㌿ゅ度が大きいᅗᙧのุ

᩿により時㛫を要しࠊ⣔ิ応ㄢ㢟では作業グ

᠈にあまり頼らࡎにㄢ㢟を㐙⾜するഴ向が見

られたࠋ心理テࢫトでうつഴ向が強い数人につ

いてはࠊ⣔ิ応ㄢ㢟を⥅⥆する㐣⛬でᚎࠎに

応時㛫が㛗くなるという≉ᚩ的な結果が得

られたࠋ⯆῝いことにࠊ「᭱近ものᛀれがࡦど

い」といった認知ᶵ能の⾶えを強くッえる人はࠊ

認知ㄢ㢟のᡂ⦼がᖹᆒ的かむしࢁそれ௨ୖで

あったࠋ一方ࠊ⢭⚄的な⑂ປやࢫトレࢫについ

てはࠊᮏ人の自覚と心理テࢫトの結果がᴫね一

⮴したࠋ

㸴．まとめ

参加者のࡳなさんはࠊ⬻と心の⾶えやᗣ状

ែについて不安や⯆を持たれていたࠋᖺ㱋┦

応のᶵ能の⾶えは␗ᖖとᤊえるべきではない

ことࠊまたࠊ⢭⚄的な⑂ປやࢫトレࢫは誰にと

っても不可避であるためࠊᐈほ的に状ែをᢕᥱ

して㐺ษにケアしていくことが大ษであるこ

とを説明しࠊご理解いただいたࠋ

この画を㏻じてࠊ開Ⓨしたࣇࢯトを認知ᶵ

能�⬻ᶵ能�の⾶えや⢭⚄的な⑂ປを 定し得る

ࢹーࣝとしてⓎᒎさせていくために有⏝なࢶ

ーࢱが得られたࠋまたࠊ学⏕にとってはࠊ認知

ㄢ㢟や心理テࢫトを実する立場でᆅᇦの㧗

㱋者の方ࠎと交ὶするという貴重な学ࡧのᶵ

会となったࠋ
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1. ኤㅮ₇会について

 全ᅜ同時ኤㅮ₇会は，ᅜ際㐃合，ᅜ際㐃合

ᩍ⫱⛉学ᩥᶵ関（UNESCO），ᅜ際ኳᩥ学㐃

合（IAU）がୡ⏺ኳᩥᖺと定めた 2009 ᖺに᪥

ᮏᅜෆで開ጞされたイ࣋ントである．このᖺは，

イࣜࢱアの⛉学者で近௦⛉学の∗と言われる

レイが，自作のᮃ㐲㙾でᏱᐂの࣭ࣜ࢞࢜レࣜ࢞

ほ をጞめたᖺから 400 ᖺ┠にあたる．ୡ⏺

୰で様ࠎなイ࣋ントが開催されたが，ᡃ がᅜに

おいても，ୡ⏺ኳᩥᖺ 2009 ᪥ᮏጤဨ会が⤌⧊

され，㸯ᖺ୰いたるとこࢁで様ࠎなイ࣋ントが

開催された．また㸯ᖺに㸯度，様ࠎな人にᏱᐂ

のヰを聞いて㡬くᶵ会をタけようというᥦ

があり，ኤである㸵᭶㸵᪥や㸶᭶ 20 ᪥の伝

⤫的ኤの᪥の๓後に᪥ᮏ全ᅜでㅮ₇会を開

催することになった．これが全ᅜ同時ኤㅮ₇

会のጞまりである．全ᅜでのこのヨࡳは大変ዲ

ホだったようで，⩣ᖺも開催をᕼᮃする声がከ

数あったため，その後定のイ࣋ントとして定

╔してきており，ᮏᖺもᮏ学を含め 99 ᡤの࢝

会場がᥦ౪され，7000 ྡを㉸える方がᏱᐂに

関するヰをᴦしんだ．ᮏ学では᭱ึのᖺ（2009
ᖺ）から会場として参加している．

㸰．ᮏ学のኤㅮ₇会のᴫ要

2009 ᖺにጞめたኤㅮ₇会はᖺኳೃのた

めに୰Ṇとなったため，ඖྕが変わったᖺで

10 回┠となった．ᮏ学社学㐃ᦠᶵᵓが主催と

なって，会場の㸯つとして参加した．第㸯回か

ら３回までは 18 時，18 時༙からの開ጞであっ

たが，2013 ᖺ度より 19 時開ጞとなった．⚾が

㢳問をົめていたኳᩥࢧークࣝの学⏕のⓎ

で，2013 ᖺ度からኤㅮ₇会⤊後に，ᆅᇦ

の方ࠎとᮃ㐲㙾でኳ体をほ するほᮃ会の時

㛫を作ることとしたためである．ኤㅮ₇会の

時ᮇの᪥ἐは 19 時㡭であり，ほᮃ会をㅮ₇会

後に開くことを⪃៖すると，ㅮ₇会を⣙㸯時㛫

とすれば 18 時ྎでのㅮ₇会開ጞは少し᪩い．

20 時㐣ࡂであれば✵もある⛬度ᬯくなってい

るために，このような時㛫で開催している．場

ᡤは 2014 ᖺ度から M112 ᩍᐊより࢜ク࣍ࢱー

ࣝへと変᭦となった．大ࢫクࣜーンかつ࣍ーࣝ

ෆをᬯくできるため，きれいなኳ体画像がより

映えるようになったのではないかと思う．

３．ᖺ度のㅮ₇とほᮃ会

 ௧和ඖᖺ度は 2019 ᖺ 7 ᭶ 12 ᪥（㔠）19 時

㹼20 時にරᗜ་⒪大学の࢜ク࣍ࢱーࣝで⾜っ

た．アンケートやこれまでに開催したときの参

ᅜྠኤグᛕ講₇ࠕ ����ࠖ 
ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 教授 ຍ⸨ ⢭୍ 

ᅗ 1：ᖺ度のࢱࢫ࣏ー

ᅜྠኤグᛕ講₇ࠕ ����ࠖ

ඹ㏻教⫱ࢭンࢱー 教授　ຍ⸨ ⢭୍
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加者の方ࠎの応を⪃៖し，できるだけほᮃ会

に時㛫をくということと，ほᮃ会に重きを⨨

くのであれば，見られるኳ体のことをたくさん

知ってもらおうと⪃え，この時ᮇに見られるኳ

体，実際にほᮃ会で見ることができるኳ体につ

いてㅮ₇会でヰさせていただくことにした．ち

，に見られることࡻうど，ᮌᫍもᅵᫍもいっしࡻ

ኤのᫍも見られることなどから，ᮏᖺのテー

マは，「ᮌ࣭ᫍᅵᫍとኤのᫍ」とした．ᖺ

は㆙報がฟるኳೃで୰Ṇとなってしまったが，

ᖺはኳೃにᜨまれ，ほᮃ会を↓開くがで

き，㔠ᫍ，ᮌᫍ，ᅵᫍ，᭶，少し㐜くまでṧら

れた方ࠎとኤのᫍをᮃ㐲㙾でほ すること

ができた．参加者は 62 ྡであった．2009 ᖺか

らẖᖺ␗なるテーマで開催を⾜っているが，な

るべくそのᖺに⌧れるኳᩥ⌧象や，ニューࢫに

なったヰ㢟など⚾のᑓ㛛に㝈らࡎ身近なヰ㢟

になるようにὀពしている．また，参加者のᖺ

㱋ᒙは幅ᗈく，小学⏕から㧗㱋者の方まで参加

して下さっているため，そのような⎔ቃも⪃え

ながらヰのෆᐜも⪃えている．᭱ 近三࢝ᖺのテ

ーマは௨下の㏻りである．

開催ᖺ テーマ

2016 ᖺ 惑ᫍのࡩしࡂ

2017 ᖺ 惑ᫍのࡩしࡂ

2018 ᖺ ኳೃによる୰Ṇ

2019 ᖺ ᮌ࣭ᫍᅵᫍとኤのᫍ

⾲ 1：᭱近三࢝ᖺのㅮ₇テーマ

 ẖᖺ，⚾のㅮ⩏で⯆があって手伝ってくれ

る人ということで学⏕ࣛ࣎ンテアのເ㞟を

かけたが，ᖺ度はᖺよりもከい㸯ᖺ⏕のᕼ

ᮃ者 12 ྡがㅮ₇会，ほᮃ会の㐠Ⴀを手伝って

くれた．

４．᭱後に

 テーマのタ定にẖᖺᝎࡳながらもᖺ度で

なんとか 10 回┠を数えるまでになった．ẖᖺ

参加して下さる方もおられ，少しでもᆅᇦの

方ࠎ同ኈの交ὶなどにᙺ立てられたらᖾいで

ある．また，ᮏ学社学㐃ᦠ᥎㐍ᶵᵓ，ᆅᇦ㐃ᦠ

᥎㐍ጤဨのඛ⏕方，ᆅᇦ㐃ᦠ実㊶ࢫテーション

のࣇࢵࢱࢫのⓙ様，ࣛ࣎ンテアの学⏕のⓙさ

んのご༠ຊでẖᖺ開催させて㡬いている．この

場をりて῝く感ㅰするḟ第である．
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